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夏期八重山郡島調査報告書
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言えがき

会長直｜崎 郎

夏期休暇を利用して、我が熱裕医学研究会は沖織へ．調査団

を派遣しました。実現するまで多くの困難に出くわしたよう

ですが、それらを乗越え現鐘での約２週間、１人の病人￥,出

すことなく全員元気に帰ってきました。

遠く本土を離れた現地を体験し、結核やハンセン氏病の柵

査、医療施製の見学に日程の大部分を費やし、いろいろ見聞

し吸収してきました。前回の奄美大島よりも霞に南下し、熱

帯での活川を目棒にしている学生鰭君にとっては多くの収祁

があったようです。そして、鮮劉な自然釣社会的蕊境におか

れた現地での生活によって、単なる研究調査にとどまるだけ

でなく、是非医療奉仕をも行ないたいと構切に感じて来たの

は医学生として無理からぬことと思われ食す。次回にはそう

した方向に向うことにたりそうですが、今伺得た極点の体験

を充分に生かし、成果を発展させ更に次の段階へ進んでくれ

るも のと 砿'信しています。今同、多くの方女からご擬助いた

だきました 沖鯉での鯛読活動の誇果が、学生蒲瀦の手によっ

てまとめら れましたので、街覧いただき、御教示をお迫がい

いたし ます。（寄生虫学教授）
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1．派遣計画

／）趣旨

九州大学医学部熱幣医学研究会は／ ７ “ 年 熱 帯 医 学 の 肌 究 、

海外への調査団派遣、各'国との学術交流等により｜霞学の発展に

寿与し、人類に貢献することを目的として結成され‘ました．

陳年７月には鋪／回単術洲揃団を術美 大 脇 に 送 り 、 瀞 生 皮 、

赤痢、慢性疾患 等 に つ い て 、 多 大 の成果を収めていますが、今

年は第二段階として、我点の可能な姉囲で鰻も熱帯に近い場所

として、沖縄八鉱山群島を選び、昨年の成果を蕊として、会員

を派遣しようと計画しております．

八重山群島には、猫去三回にわたり九州大学簿合学術調壷雌

が派遺されてお り 、 夢 く の 分 野 か ら多くの研究がなされて喪い

りました。その中で、医学方面の問 麗点として医擁にめぐまれ１

ない人庵の事と 、 加 え て 、 亜 熱 帯 、熱帯の気候、風土のもとに

:膳ける特有の疾患があげられて来まし;た．職向嫁、これらの肌

題点を医学生の 眼 で な が め 、 我 女 の将来の熱帯医学活励におけ

る 一 段 階 として、常た、九大熱帯医学研究会の将来の発展の一

賊金 石として、これらの問題と取りく熟、努力してきたいと思

っておツ主す。 蚕 た 、 こ れ 談 沖 縄 八重山群島の医学、ならびに

医鎌衛生の発展、改善に何らかの形で寄与することが出来る郡

を希望しております。

』）計
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夏期沖篭八重山群 島 鯛 蚕 団

・沖縄のハンセン氏病の疫学的調誰

･沖細の結核の疫学的鯛査

現地住民匙の親善懇談会

･孤島における医療状況を知あ
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/さ日｛博多駅発６２３：／６急行はやとにて出発

団員渡辺喜一郎（九大医学部占年）

石原昌清（九大医学部傑年）

川野信之（九大医学部“年）

野田芳隆（九大医学部卓年）

野登隆（九大医学部＃年）

福電沖一郎（九大医学部学年）

2.行動記録

７児

／ク日

一“･一

前もって頼んでいたたあ特別に速や
かに通関手続き

／さ：３０那覇丸にて石垣へ

琉球海迎の人の尽力で出発頂前の巧垣

行那覇丸に乗込んだ

向い風のたあか船の揺れはほとんどな
かった

班班班 Ｈ'８Ａ

那覇 港 蒲 ／ 掌 ： ３ ０

急､がないので一般

解と同様の手続き

午後撰時那覇上陸

西平氏宅で休息

宿泊の件を依頼す
為ため安座間先生

訪 問

中山先生へ電話

午後』時頃から通関手続、荷物検査‘

鹿児鳥港発／７：きりひめゆり丸

‐
Ｉ
！
‐
Ｉ
‐

１）極員樺成

団長壌口信愛（九大医学部ら年）

馴貝白日高歩（九大医学部６年）

竹下洲（九大医学部６年）

西平竹夫（九大医学部６年）

野村恒民（九大医学部６年）

西間三蝋（九大医学部占年）

Ⅱ

放射 線 科 森 脇 助 教 授 の 見 送りあり同時にジュース／箱左

差し入れされた

Ｍ４武田、氷川両氏も見送りに来た

/６日｜鹿児励厭着き:姑

｜休息． 鹿大医学部見学

琉鍬海運にて無

船上の事項を砿

露

食涌買入れ

ハブ血洲を肥大

へ求めに行った

が得られなかっ

た



Ａ

（以後７月ユさ日石垣市にて各班合流するまでの肥録）星

班

／８旧

／９巳

』０Ｆ

２／Ｅ

ユ ユ日

‘Ｚ３Ｅ

ｅ■

｡Ｚ半日

ユさＦｌ

午前９時衛生研究所へ挨拶．

国吉先生の紹介て．厚生局医務部病院櫛理課を訪脹
M謹直真理・湊治節先生の競明

金武保養院見学湊晋

母

態腿武、体久本両卵猟医熱研に入会

那覇保健所にて本土派遣医補野先生より結核について

諏女の説明をしてもらった

厚生局泰川先生訪問

宮古鋼院笛古係他所への紹介状をもらった

／７：００泊港発宮古丸

７：／古平良港端

6癖薗手謹リヨ世那良先生の脱明
開業医中村先生宅での夕食会に招待された

中村先生宅で泊った

宮古病院見学宮里.先生説明

宮古保健所見学砂川先生説明

いずれでも結核を中心に沖細の医縦事WIfをきいた

南静園で泊った

/０：挙り宮古空港発の飛行機で川野,、蛎遂両氏は石垣市会、

西平、渡辺両氏は中村先生宅へ戻った．

川野、野避両氏ば石垣市で宿舎確保のための行動

西平、渡辺両氏ほ中村先生夫爽の案内で宮古島内見学

中村先生宅で泊った

／０：ギリ宮古空港発の飛行機で西平、渡辺両氏は石垣市
′、‐

－．4｢一



租納蒜。

～／Ｏ：ＤＣ

Ｂ班（丙表豊 ）

Ａ ・ Ｍ ・ ８ ： ／ 古 石 垣着

Ａ・Ｍ.？：／古住吉丸にて、石垣から西表島舟浦にむか
う㈲

Ａ・Ｍ．／６２：３０雨表島舟浦若

Ｐ．Ｍ・３：３０上服旅館で、那湘格氏に会い、西表島

滞在中の宿泊、食婁の世話をおれがいする。

７月／ｇＥ

／９Ｅ トラックで上原旅館を出発して、浦内八・Ｍ．８：３０

河の液場にむかう。

Ａ，Ｍ、／o：３０

藤にむかう。

Ａ，Ｍ、／ユ：３０

Ｐ．Ｍ、３：００

浦内河を渡絡で琴る。徒歩で租納部

租納部落に滞くｏ
Ｇ

西表小中学校に書物を届ける。

Ａ，Ｍ、／Ｏ：００西表小中学校で保健関係の資料を写

す。

Ｐ.Ｍ、６２：００保健所訪問。公衆術生涌砿矧に、西

表島の医探状態な明く。

Ｐ．Ｍ、ｇ：３０～／０：００公民館で幻燈会。

２０Ｆ

徒歩で租納から白浜部落にむかう。

白浜蒲。白浜小中学校で,保仙関係の

Ｐ．Ｍ，ｊＺｇ３０

Ｐ．Ｍ，喉：００

資料を写す。

Ｐ．Ｍ、８：００

Ｐ．Ｍ，ワ：０‘

２／｜目

Ｐ．Ｍ、／：００租舗豊年祭の見学。

公民館で幻鐙会。

くり舟にて、粗納から綱取部落にむ八・Ｍ．／／：３０

かうｏ

雪．弧．／：００

流料を写す。

Ｐ．Ｍ、３：００

豆．Ｍ、ｇ：００

ユユＦ１

網取潜。絹取小中学校で保健関係の

網取班年祭の見学。

租納藩。：

623日

９：３０定期船にて西表励租納から石垣にむ２“脂 Ｍ･

う。

Ｍ‐

ｑ

■

Ａ
か
ロ
●
． ／：３０石垣着。
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行励予定を組むにあたって、那覇から石垣にむかう船便、石垣

から西表島にむかう船便が、どのよ うになっているのかまったく

不明であった。那珊から石垣にむかう船便の方憾、鹿児島の船会

社に問合わせて、那覇につく前日、何とか知ることができた。し

かし、石垣から 西 表 島 に む か う 船 の方ば、石垣について津なけれ

ばわからないというひどさだった。このような状況で、僕逮Ｂ班
昏

が、博多から西表胤舟浦に藩く室でユ１号Ｉと半日しかかからなかつ
Ｃ

たのは、堂つた く運がよかったと思う。あ玄り急､ピッチなスピー

ド旅行だったため、那覇では、むかえに出てくれた友人の顔も見
仁

ずに、石垣行の船にのりつぎ、石垣では、西表島での宿泊の依頼

なす為余裕もなかった。那覇行の船便の都合で、ｄＺさ日までに、石

垣に帰るように云われて、我凌三人だけが、わずか６．０トンたら

ずの船に乗っ て 西 表 島 に む か う と なった時、不安で胸が一杯にな

った。しかも 、 我 な の 乗 っ た 船 は 、当初の目的地租納にはむかわ

ず、舟１１１１行であったのである。西表島舟浦についてからは、予期

に反して、のん び り し た 毎 日 を 送 ることができた。この無医村地

区で、急患でも出たら、我女三人でたんとか救って患ようと恋気

な燃やしていたのであるが、そんな事態は起らなかった。毎日毎

日、各部落の小中学校で保健関係の資料を集めて龍わり、保健所

を訪問し、術生新護婦に島の医療状態。術生状態を間いた。この

ような雌励で は 、 船 便 に い つ も 頭 を痛めるのだが、幸い、今度は

台風にもあわ ず 、 船 の 出 抗 が 数 日 遅れるという豪態は起らなかっ

た 。当初の予 定 よ り ／ 日 早 く 、 ６ ２ 単日に石垣に無事到荊した。西

表島での滞在中の宿泊侭、公民館であったため、かたい雄の上に

じかにねなけ れ ば な ら ず 、 毛 布 く らい持って行けばよかったと思

う。蚊がたいへん多く、かやを持っていったのはよかったと思う｡

食覗について ば 、 鎧 初 ち ょ っ と ロ に合わなかっただけで、後に味

馴れて、充分食 べ る こ と が で き た 。

一J７－



Ｏ班

／８．日

早蛎、焚しい虹が海上に立つ。８時すぎ、石垣到着。直

ちに上陸。港湾頚勝所で、帰りの船便を綱くる。西表班

の茜表行きば交渉中。粗熟行 き舟が出発し左為、計画が

中断されたと思われたが、住 吉丸という小さい舟添舟浦

まで行くとの事で大憩ぎで乗り込む。刀班と別れのあい

さつをする暇もなし。納根氏は不 在 。 企 捌 品 （ カ ン ヅ メ 〉

を買い込む。

Ａ､班．ワ時出港。ボンボン船 で あ る が 、 こ の 庇 も 舟 酔 い の

心配なし。空も海も非常に聯く、快適である。三日辿統

の舟旅であるが、そう疲れも目立たない。

／６２時舟浦誌。舟浦で穏納の納根氏に電話する。上原で

旅館にて待椴せよとの噸。・旅館で圧食後、納根氏と会う。

談合で粗納へは明日出発という馴に敵る。

全員海水浴。子供達と仲良し になる。野村、西濁隊員は

カラス貝という奇憩な貝の貝堀りに夢中にな浦。彼等他

非常に多く堀りあげたが、白日隊負は不器用，茄為貝で,親

指負傷。

晩、旅館の人為の前で持ってきた内地各地の〆ライト・を

みせ為。 西 間 隊 員 の 脱 明 う まし。

／９日

朝、８時遇ぎ、オート三篭を 頼んで、浦内川まで荷物を

運んで行く．途中、珍らしい名も知らぬ熱￥Ｗ植物を多く

界 為。パイン工場に行く女工達とすれ違う。

捕内川に逆すると川は実に広 い。渡し舟で渡るのである。

しかし瀞いた時、丁度溝潮時で、向う岸についても水が

雁まできそうとの瓢で出発を 遅らせる。

』時肌後、渡し舟で、渡河。ざ００ｍ位の川巾。流れはゆ

一月一
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る く、水深もそう深くない。

津について、水につかって荷物を淳募．マングロツプ、

アダ ン等がおい茂り、ちょっとしたジャングルを思わせ

る。これで、脈い太鼓でも鳴れば、さしずめアマゾンと

いった趣きであろうＪ

直ちに、浦内川から粗納まで歩行開始。荷物多く非術に

難儀すあ。朔は鮒れわたっていた空が急に蝋って雨（ド

シヤ降り）がふり始める。南方特有の気候という感を抱

かせる。西間隊員のスダイルが実にこっけいである。黄

色いテントを頭からかぶり、頭の上に荷物を乗せ、裸足

で 歩いていぁのである。

／』 時半頃、約。２ｋｍ行程後、粗納着。粗納は上原に比し

て、 割にきちんとした部落で、ハイビスカス輔の花が咲

き、感じのよい部落である。

小、中学校もちゃんとした建物である。

納根 氏に会って、公民館に案内される。ちょっとひどい

建物であったが、一応ここを宿泊地とする。

昼食は粗納の旅館のものを取る。食事は今後どうするか

との事で、納根氏に会うが、御好意で、ずつと氏の家で

食べさせてもらう郡になる。

午後、真訓氏に会う。白浜、入舟に行く手はずを催える．

西平君より６２占日までに石垣に帰れとの電報あり。

晩、電燈がつかず開る･夕食 は納根氏の塚でと為。

／０時頃就峻。

ユリ日

９時過ぎ、朝食をとり、今日の予定である西表小学校に

向う 。西表小中学校は、同じ敷地内にある。ちょうど夏

休設 前の事で、先生方憾忙しそうであったが、校長が応

－９－
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痔 し て く れる．

昨日、副落後、．すぐ、石原承撒よりあずか.つた蒋物を渡

して：勝いた。今日は、黒板に大きく九大医学部より寄贈

と書いてある。校長億非常に情熱的な人で、自分の信念

をどしどしいう人と見られた．織育者にしては珍らしい

人である．内地で論このようなしっかりした信念を痔っ

た先生には、仲向おめにかかれないな一と、後で話した

票である。

会談内容は別に筆記したが、ともすれば、政治的問露に

落潜いて行きやすかった。それも当然であろう。

先生は、内地の人為が、余りに沖純問題に対して、無関

心であるのをなげいておられた。又、無医村.である為、

いざ、重病という時の、どうにもならぬ苦しさを、いろ

いろなたとえ話で説明された。

我倉への好意で昼食は美味しい冷淡をごちそうになった。

西間氏が しきりに蝿菜が作れないかと瀞ね短いた鰯、実

際、野菜畑は殆ど無く、又色ん な醐精で、野菜を作る事

は 困難なようである。

漏昼から、特にどういった用率もなし。

野村、白日両隊員は保健婦に会 いに行ったが、不在で保

健所長に、醜日朝､、会いに来ると’伝言して帰る。

午後、各自、自由行勅。海で遊ぶ 。

夕方、土地の子供達が、しきりに幻燈を難たが為ので、

幻燈をする。その為、つかないで困っていた公民館の電

燈もつくようにしていただいた。東京多ワー、札幌の整

然とした町並詮、そのようなものを魂て、子供達はおど

ろいていた。，

晩、星聖の下で、魚つり。顧問隊員が一匹、大きい奴を

壷

つる｡
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』 ／日

朝 、 ９ 時３０分頃、保他所長来られ公茄が、会雛したい

との事。西間隊員を留守菅にして、野村、白日両隊員で

出かける．公覇のかたは３０過ぎの元気のいい方で無医

村である と の 西 表 に 非 術 な 努力をばらっておられあ榔子

である。

種間応椿内容は別に筆記した。

医師のいないこの村･は、ちょっとした疾恩（虫垂炎）が

起っても 、 非 州 に 困 っ た 状 態 になる。

石垣に行く特別の舟を自製で借りて家族と共に行くので

ある。貧しい家にとっては、わずかな財産をもつぶすよ

うなこと になる。記ｂｃ患者が 多 く 、 大 半 が 自 宅 療 義 を し

ていると の瓢。レプラの肌者はも う い な い 耐 。

／ ０ 時 過ぎ、朝食。
二

．２時半頃、白浜に出発。目,的喰白浜小中学校の児童の体

位の柵. 査。炎天の中、三人で歩いて行く。

向うで、校長代理の先生と、Ｐ．Ｔ、Ａ・会長に会う。

二人とも 非 常 に 真 面 目 な 人 で、捧士愛にあふれた方であ

り、昼日中ざｋＩｎ行程の疲れもさわやかな談話の故に、

別に気にならない。

先生及びｊＰ．Ｔ､Ａ･会長の方は、児玉の健康状態（‘体位、

トラコー言）等について非術に関心を持っておられた。

児翫の衛生 状 態 に つ い て の 会 談内容は別に繁記。なお、

この学校でおどろいた事は、このように小さい（生徒数

小中学校 全 部 で ６ ０ 名 程 度 ） 学校であって、しかも非常

に立派な図書館を持っている という事である。内地の大

きな都会の小学校位の蔵聯数でなかろうか｡，これからも

この小さ い 学 校 に プ ー ル や 体 育館を雄てる予定との蝋で、

私達もその青写英を見せてもらった。

一／／－



先生方は「内地の学校などに遅れまいとしてついて行くのでなく、自分

運の力で、毒想的な学校をつくりあげ、将来、郷土の為に鋤く人材を多

く育てあげるのだ」といっておられた。私逓三人は、帰途、何鮮も「何

と今日の会談が楽しかったか」と話し合ったものである。

夕方、蔀落の子供達を集めて幻嬬会をする。子供擁は映画など殆ど見る

事がなく、こうして毎年、内jlllより来為学生達などの幻燈会飛どがせめ

てもの楽し悪のようである。

晩魚つり。今日は白日隊員がどうしたはずみ｡でか、一匹「ダチメ」をつ

りあげた。西間隊員も一匹。野村班長は魚つりが好きなようであるが、

まだ一匹も彼にはかかってくれない。

』』日

朝：時３０分、餌食をすませて、今日の予定地網取への出発を待つ。営

林省の舟に便乗させてもらうのだが、その舟がなかなか出て来ない。

木陰でのんびりと、濃ころんで話なす為。情話、馳話等色女と経験挫耐

な野村班長ば、あるようなないような事を我点に教えては一人喜んでい

る。三人とも勉強家であるから、ルーエスの話になるといつまでも続く。

／／時頃、やっと舟が出為。舟は杉舟といって、三人位乗れる細いもの

で、エンジンをつけている。何度も何度も途中でえんこして、ちょっと

した海洋活劇映画に出てくるような冷汗をかく場面も多くあった。

海の上で、波のあれるがままにまかせられる気持はさすがに少しこわい。

ズボンなどをびっしょりぬらして、それでもやつと絹取につく。すぐに

小学校に行き、資科をうつす。昨日、納根氏を通じて震んでおいた舟浮

からの費料は届いていなかった。

５２時頃から豊年祭に招待され論。坐年祭とは、６月の米の収秘を祝って

神に祈願するお祭りであるが、今年は暴風の為、豊年とはいえなかった

らしい。モの為、立ってあいさつすあ村の幹部難の顔もなにがしか|Ｗいｑ

その年の天災の程度によって収挫が左右され、それが昔からいつまでも

続くのだ。

さて、一応、本土からのお客さんという事で、上座に近く座らされ、色

－／ ユー
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色のあいさつをうける．

野村班長の弁説、今日は特にさわやかである．酒豪を自負していた三人誼

土地の酒である泡盛をすすめられて、なれぬ酒ながら一生けんめいのむ･

ごちそうは、海の魚によるものが多かった。土地の人達と歓談。中に８さ

才になる健康そのものの山田老人、昨日のＰＴＡ会長、以前多田先生が

お世話になった入伊泊氏等がいる。

しばらくして、ぷこ述によるお祈りが始る。やしろの中で老婆が古～６

人、太鼓を鳩らして、単調な祈とうをとなえる。土地のちょっとした年

寄り達にも、もうこの文句が何をいっているのかさっぱりわからないそ

うである。

舞とうが始まる．これ泌始ま為と、急に座が楽しくなる。衣しようなし

ておどるのではないが命やはり、沖縄の踊りはもの柔らかで美しい。谷

茶前節を、足を踏み、手をひるがえして踊っていた老人の笑顔がいつま
⑤

で:Iｊ強く印象に我ったｏ
'

６時半、人'8《と名残り惜しみつつ、網取出発。

野村班長は今日完全に泥酔に近い状態となり、白日、西間隊員は、これ

であの海を抑聯に乗り切って帰らせ得為かどうか、危ぐ感を抱く。

見送りの人遮は砂浜で何時までも手を振ってくれた。

酔った班長のロから高逮な理想と「おれは酔っていな・い」という言葉が
ｒ

しきりと飛出る。白|言l隊員は彼を押えておくのに一苦労した。

爾海の夕焼けを背,にして粗納につく。

納根氏,の弟さん（日職医大）が帰っておられて歓談をする。実に気持の

よい男である。野村班長ば酔いの為か、一人早く帰って寝る。

２３日

今日は、粗納の坐年祭である。朝方から、公民館が騒がしい．部落の子

供逮が総出で、お祭りにかつぐみこしの飾りつけをするのである。内地

から持ってきた風船を渡すと郡こしにあ､賭こもつけてくれた。

昼噸から、祭りが始甑為。どこでも、子供の後をひょこひょこついて歩

く嵐日隊員は浮かれたように歌こしの後をついて行く．いい年をした子

一／３－



供であるっ

西間隊員は漫画の読審。

お難こしは、いせいのいい子供達にかつがれて、部落のおやしろを廻

って行く。平和と譜かれた白いのぼりと、瀞い空に浮ぶ風船弁、赤い

錦りっけがあざやかである。子･供達はワツシヨイ、ワツシヨイと炎天

下の中をほこりをあげて歩いて行った。部落の丘をのぼりきると、見

ばらす限りの、爽宵な南の海である。 け●

｡■

白日隊員は、／人のなかなかしつこい子分につきまとわれて、いささ

か迷惑顔である．この五つ位の子供、彼から風絡を／つでも多くとり

あげようと、坂逆を行く時は、白日隊員のしりを押し、やぶの中では
●

彼の手をひっぱり、誰もいない所につれて行くと「医者のおじい、今．

誰もいないから、ふうせんるちよ.うだい」と哀願追る調子で彼にささ

やくのである。野村･隊員は子供達から、シュロの葉でつくったような

大き'/;にうちわをもらっていた。

午後学時近く、納根氏の弟さんの案内で豊年祭に招待される。

まず土地の人の歓迎をうけ、さっそく、大きな貝のさかづきで例のあ

わもりなの浅され為。三人とも、威勢のいい所を見せようと、一飲皐

にのみ込む。つづいて、神さまにあいさつす為。例の如く、我々は土

地の人だと色を話し合った。

やがて、お祈りの踊りが始る。みこの祈とうと、ドラをたたく音に合

わせて我均は足を蹄み手をあげてはおどるのである。単澗でゆっくり

した踊りであるが我禽は三人共上手であった。ところが、踊る合間を

ぬって、コップにあわもりを盛って飲まされ、ただでさえ強い酒なの

に、遮勤による血液術醗の冗進の為か我六三人は、非常にグロッキー

に近い状態になってしまった。とんなふうにすれば、酒も随分節約出
●

来るに違いな'‘,。

西間隊員は、野村、白日隊風が、かつて見た事のない程真赤な顔ぼう

を示して、踊る師りは、土地のそれではなく、何となく阿.波踊りに近

いものであった。奇声を発して、手をふり、足をけってば踊りま?つる

一／ 単 一
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具

彼の姿には、野村、白日両隊員は、少しがく然としたが、土地の人左は

大喜びであった。後程彼から聞いて、余りの楽しさに魂こさんと（もち

ろん老婆でああ）抱き合ってしまったと．いっていた。しかしその爽偽の

鵜はわからない。

さて諺酒宴が一通り終ると、三人そろって、部落の長老の所に立ち寄っ

た。これから後の事は、記録者、白日は、余りｻまつきりと記憶していな

い。野村隊員の話に．よると、長老の家で又、二、三ぱい酒を飲んだ後、

白日隊‘員を先に出して、長老の家を辞した。

しばらくすると、家の近くで『ヒー」というような悲鳴が聞え、白日隊

員のあの女性的「助けて一」といったようなさけび声がしたそうである。

この時、野村班長は、彼が、多分ハブにでも一発やられたのだろうと思

ったそうである。血清でも用意してやろうかと思って、彼に近づいて行

ってふると、垣根の代りのさ.んごで造ったがぺにもたれかか~って、白日

隊員がうめいていた。何の事はない、するどいきんごあ､とげで、右手の

肘の所を少し切っているのである。彼は、全然痛融など覚えていない。

(しかしその傷痕は、沖細から帰って、／ケ月たっても瀬えないで今なお

はっきり残っている。）

白口隊員は、日頃の斗酒なお辞せずの大嫌らばどこえやら納根氏の家で

あっけなくひつくり返って「参っちゃった、もう」ばかりいっていた。

西間隊員は、両四年生が、昨日、今日と余りにも哀れな状態をばくろす

るので、彼等の世話なす為のに一苦労の様子であった。彼ほどういうも

のか、野村班畏の大波説や白日隊員のあの女性的な悲鳴をたんねんに録

音テープに 吹き込んでくれた。

c2媒日

昨日の大騒ぎも、夢のように消え吃、､奔日、我々は、石垣に出発する事

になった。船の時間が急に早くなった為、最後までお世話になった納榎

氏にごあいさつもせず、あわてて、船上の人となったのである．

祭りは、今日も色んな行琳があるそうで、我を妹是非とも堵れな恥たく

思 っ た の であるが、石垣で、Ａ、Ｂ班との合流が待たれている為雷やむ

－／ さ －



を得ない蕊となった。公務の人に持参した薬品鋤を皆わけて、納根氏

の奥さん、弟さんの御見送りを浜辺でうけ乗鉛。波はいつもと同じよ

うにやわらかく、青くすんでいる。西表を去るにあたって、この貧し

い、しかしのんびりした、純朴な村での数日が、何だか夢のような気

がする。

我を三人ば、村の人選に「又来年もきっと来ますよ。無医村の問題は

いつか解決されるでしょう」と何度も話し合ったのであった。

こうして、羨しい日本の簸南の島を後にして、我,!《は石垣に向った。

この間、班長野村氏は、よく班の行動を統率し、三年生の西間君は、

土地の人達との交流に大きな活票をしてくれた。西表行勤記録の結び

に当って、両君の活副を勝君に伝えておきたい。

７月』よＥ

｡Ｚ６日

ユ７日

■

/／：０，４『石垣空港に

西平、渡辺両氏藩

午後船会社へ行き

那珊港行きの船便

を 袖 か め た

ネズミのワナ回収

／』:３０白洋丸にて

石垣港へ

ユリ：りり石垣港蒲

午後７時３０分頃全員合流

午後／０時朋友会（青年団）と懇賊会

撤111f城公民館に全員,泊った

大浜信賢、宮良長和両先生・

波照間伴群氏に挨拶

夕方悔良長和先生に招待な喪:けた

その後朋友会会戯と話･した

Ａ班と同行動

大浜信賢、

宮良長和、

,両先生な訪問

朝のｍｅｅｔｉｎｇでＡ､Ｂ、ｃ班をひとつにすることを決定

会計も一人にした（渡辺氏）

挨拶まわり

／＆：３０石垣港発那覇丸で泊港へ

－／ろ－
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草

ユ

ヨ

’
７月』８日７月』８日｜／０：００泊港潜

２９日

３Ｇ日

３／日

８月／日

２日

西平氏宅に集合

琉球ハンセン氏病予防協会

後.保護指導所 肋間

/Ｚ：りり分宿それぞれの宿舎へ

ン氏病予防協会

所

そ れぞ れの/８：Ｏｐ ｜ 訪問宿舎へ

午 前９時バスセンターに集合

糸 満 琉 家 結 核 研 究 所見学外筒先生の説明

那馴市内見学

夕灸会（石原氏の御父兄による招待）

午前／０時那覇病院見学

/２時具志川中央病院見学

/』：３０那覇港発おとひめ九にて

西間、波辺両氏味鹿児胤港へ

西平氏の詮見送り

他の部風は病院見 学

午前／０時市部戦跡観光．

午後３時米叩病院見学

午 前９時西平氏宅に集合

国吉氏へ挨拶

/２：２０那珊港発ひめゆり丸にて

西平･諺石原両氏を残し鹿児島港へ

９：００鹿児脇港潜

/０：／ざ鹿児島上陸

鹿児島駅にて解散

Ｉ
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ろ.一般装側

Ａ・医縦関係

メ.え注射器注射針ガーゼ綿花包将

Ｂ,医蕊品

胃 腸蕊

エマホルム”錠×／００ザ イ マ 錠 ． ３ α 錠 × ｄ ２ ０

三共胃陽薬“錠×／￥よメキサホルム錠響錠×／Ｏ

モノカミン順粒』占巧

梁養剤

アスパラ錠／００錠×／０アリナミンＦ』さ／０錠×ざ

アリナミンＦ２さ注／OInﾕｰ犬.”ピオ多ミン／０錠×”

ベストン糖衣鱗／０錠×／ＣＯベストン糊衣錠ム雌×ユ０

抗生物質

アクロマイシン／与り錠アクロマイシントローチ”錠

エリスロシン綻／”錐×』ピクシリン８本

ピクシリンシロップ／６ピン

外用薬・・・…．．ｰ一・．

アク瞳マイシン軟骨３９×古エアゾリンＤ“ｇ×６
グリコートン古ｇ×‘2６２バルサンｊＺＯｇ×３

■■車■■●●ー

バルサンエアゾル３００iiiユ．Ｘ』．、ブラド／２９×祭

ヒ ナル ゴン 軟古 ｇｘ ２フルコート３ｇｘ８

モスパーゾル／６ｃｍﾕ×』

血 液用薬

アト′ナＡＣ一／７静注ﾉ:|リ／０，ユ×／さ０

エシト・ライｄ２０錠×／０カチーニフⅣ錠／０錠×ワ

ヘスナ糖衣錠／０錠×”へマトン／０錠×８

化学擁法剤

プラジン錠喋錠×／０メ トフアジンＱ６ｇｘ／００

メトフアジンαあさｇ×／よりレダキン“錠×／さ

解熱鍍捕剤

翫グレランｄ2錠×３０ノブ．ロン』錠×３０

フエノン／ｍ１×／８

眼科用材

アクロマイシン（油性点眼用）．』、ユユ×よ

アク画マイシン（張科用軟暮）＆占塁×３

一 ／ ｒ 一

▲

民



臼

臣

図

Ｉ

三共目薬／IクＩnｺ．×‘２

消毒液

オスパン液８本ハイアミン液／古ｍ１×喋本

その他

アルコパールム･袋エントラ錠／０錠×”

カル張力イン注（‘２％）２０，ユ×・ＳＦ

強 カル ルエ ース ３錠 ×“ドラマミン２錠×／００

耳科 用 プ レ デ ツ ク ス 液 古 皿×／Ｏ

ピクヵンファー／ｃｃｘ１学 フ ス コ パ ン ６ 錠 × ‘ ２ ０

ポノ バ ン ユ 錠 × ３ ０ リ ポ イシン散古ｇ×／Ｊｒ

ｃ・その他

芸

エミールナプキン坐８袋マスコット／６２袋

サインペン／０セット財布２８ヂオル咲

サロンパス／０００袋プラモデル』０コ風船

喋りj枚

傭

寄生虫教室

フォルマリン切り、ユ

久光兄弟

サロンパス／０００袋

三共製薬

強力ルルエース３錠×“袋

グリコートンｊｇ ×ユユ

三共闇脇薬喋錠×／￥ざ。

三共目薬／０，１ × ユ

ハイアミシ液／さ、ユ×ギ

ピオ’ミン／０錠×620袋

ﾌｴﾉﾝ/辺1×/８アンプル

モヱパーゾル/６０，ﾕ×』カン

大日本製莱

エリメロシン／００錠×ユカン

ドラマミン』錠×／００袋

武寵製薬

アクロマイシンユよりＩｎｇ×／００錠

アク･マイシン眼科用ilij《畷＆ざｇ×β
アクロマイシントローチ６２錠×／０個

アリナミンＦ』ささZざ辺ｇ×さり錠

一／９－

/ユ袋



ブクロマイシン鞠『３９×占佃
ア クロマイシン油性点眼第ざ、ユ×さ

アリナミンＦｄＺさ注／０，ユ×さ０本

エ アゾ リン カ半 ｄ２ｇｘさ

エシト･ライユ０錠×／０侭オスパン液８本

カチーフ踊錠ｊＦｍｇｘ９０錠

カ ル ポ カ イ ン 注 ６２％』０ｍユ×占

耳科用プレデツクス液古、ユ×／０個

銃グレラン』錠×”袋ノプロン。Z錠×”袋

ピタヵンフアー／１，１×』喋個

ブラジン錠芋錠×／０個ブラド／』ｇ×ギ

ヘスナ糊衣錠／０錠×２０個

へマトン／０錠×８ポノバンユ錠×祭Ｏ

メキサホルム錠¥錠×／Ｏ

リポイシン散ざｇ×／SF個レダキン娯錠×／古

田辺製蕊

アスパラ鍵／００鍵×／０ピン

アドナＡＣ一／７静注用／０ｍ:Ｌ×／”

アルコパール６０個

エマホルム３０錠×／００ピン

エントラ錠／ｏ錠× き り ザ イ マ 錠 ６ 錠 × ／ ０ ０

ヒナルゴン款鳶さｇ×』フルコート３９×８
ブスコパン錠６錠×”

ベストン糖衣錠／０錠×／００袋

６錠×１０袋

メトフアジン“ｇ×／００

α紐よＢ×／､”

モノカミン願粒』よｇ×／

中外製薬

バルサン’２０９×３．

バルサンエアゾル３００m1.×』

装備について気付いた点

一般装俄に比べて、禰人装備がかなり多く（衣類、蚊蛎、カメラ、

水筒、洗而用具等）、食糧は、那緬市又嘘、石垣市で貿うようにし

た。一般袋備でば、医瀧品が非附に多くなり、税関検疫が心配とな

－ ２ ０－

原

＆

画



S;０００円×／７口＝８s;０００円

より００円×／』＝６α０００便

努占さ０円

／３α000円

ユα０００厘

王ａ

ﾚｰ

必 要が な か っ た 。

4.会計報告

（ 収入）

蝋研資金

賛助会礎

自己分担金

．壮行会残金

西日本新照民生塾業団より

、九大医学部公衆衛生学教室
。、

つたので、隙員全部に分けて持って行った。破損や紛失は、なかっ

た。一般装備の使用状況を見て黒ると、財布、サインペン、サロン

パス、タオル、風船、プラモデル、マスコットがもっとよく使用さ

れていた。医莱品では、胃腸薬、栄養剤、外用蕊、アルコパール、ド

ラマミン催、よく使用されたが、抗生剤、化学療法剤、解熱鎮痛剤、

止血剤、消毒薬等憾、あまり使用されなかった。医薬品については、

何を持ってゆくべきか、もう少し検討して黙為必要がある』医旅関

係の装傭に関しては、幸い隊員 等に、不慮の事故もなく、使用する

総額 ‘Ｚ９９ｌさきり円

■
餌

（支出）

〔Ｉ〕』/万円をドルに交換し識り”きざ0円を次の様に使用した。

① 漁伽礎／”ＣＯ円
内訳：

西鉄航空パスポート手数料熱研負担』’０００円

一ユ／一



ａ”０円

６４００円

沖繕で世話になる人への粟子代（３０

カラースラベド用フイルム／６２本

（３００×／６２）＆”り

②交通 磯

内訳：

鳥栖への交通費（学名）

博多→鹿児島間運賃（／ユ名×“”）

鹿児島での交通愛

那覇迄の船‘画（』‘８００×／６２）

⑤通信費（電報。電話）

④食 擬

内 訳：

鹿児島での昼食代（』”×／』）

両表 島 へ の ラ ー メ ン 代

⑤雑費
内 訳：

琉海への諸経費

荷物預け賃

切手。収入印紙°便篭代

ノート代

領収書代

⑥帰桶後の雑徴（８月／３日迄）

内訳：

封筒・便菱。葉泌代

沖鎚への礼状郵送代

ホルマリン

マ ス ク

ＤＰｍ代

プロジエクグーランプ代

舘ロツクス

ＩｎｅａＳｕｒｅ

ＤＫ稲用紙

〃クシー代

ナイフ代

電車賃

一ユュー

さ（Ｏ挙り|圏

62,/８OFI；

/封000贋

ユム０円

3＆６００円

３８ざ円

a卓ｭさ|闇

』』４００円

Zひ』ざ円

ﾕ.／６／|認

２００円‘

９００円

7学８円

７８門

ささ円

将９／９円

７００円

７９９１ｺ］

ざ８０円

ら０円

９６２０円

3きり円

』ｊ０円

3.20円

古００円

３００円

６０円

８０円

■

因



Ⅲ

＝

ユ

磯

支出総額７階/３０円

高８２ざ”円－７饗／３０円＝／よ¥』０円

ドル交 換後

総額ざ７３ｓ（残り４８ユ円）

うち帰路交還費並びに緊急経費準備金として

/“Ｓを保管し残り単２９難を次の様に配分

Ａ班／６３＄

Ｂ瑛／２３Ｓ

ｃ垂／祭３語

（Ａ班）

①交通礎古９鮒９３'１｝

鋸賃・バス債･タクシー代。飛行機代

②通信費学＄９７１，
電報。手紙。電 話等

⑤食没挙り鮒０ざ０１

④維磯．３＄古 』 ( 、

洗剤・プロ代・線香代等

磯金／６３ｓ一／０９駕娯７１１１＝占喉鴛占３ｍ

（Ｂ班）

①交通費（鉛。タクシー。バス代）
３』Ｓ６３ｑＪ

②通信製３７＄

⑤食喪３３＄挙り'ｐ

④雑費３繍酔印
釣具α洗剤。リンゴ代辱

⑤宿賃さ＄挙り＄

残金／ユｇＳ－７占葡学学ID＝単７ｓ古６ｑｌ

一,Ｚ‘？－



（ｃ蕊）

①交通費（船・タクシー。パス代）
古占砺ギ８iF

②通信費／鮒６／、

⑤食賛ｊｚ／鮒／きり

④雑費(手袋。テープ代等）

２筋／３噸

⑤宿賀ユ“ｓきり①

残金 ／￥３冊一／ｐ挙鮒８７０トー３８離／３(Ｉ

会剛･統一後の支出

（支

繕額 ／喋祭簡十さ挙聡ｊＦ３ｑ）＋単７副さらり＋３８＄／３ｑ

＝６２８挙晒ｄ２ｊＺ(’

出）

①交通硬
内訳

９９忽７／、

那覇鹿児島間船便

バス｡タクシー代

７７＄ちり１１１

２６２曲』／1１

② 食賢さ７ｓ６０ｉｐ

③雑蟹３０＄／ ０ ＄
紅型。ホルマリン･手袋代として

支出総額 ／８７．ギ／Ｓ

(磯金）４２８学．2.2＄一／８７．ギ／態＝９６．８／瑚

実際には９＄多い９６．９０ｓあった

７ ６．７０剛を円に換金３僧８８咲円

一』 傑一

＝

哩

■

６



竜

聾

＊気付いた点

（雌励での船便はま寵ならず、仕方なく匡的以外の職に待たされ

あことによって不必要な出費が多かった。

』.船の予約は、今庇のようになるべくそ託も何週間か前から予約

しておくことだ。もし前日にしようものなら消席で何日侍たさ

れおかわからないからである。

＆沖細では一般に食職がかさんだ。

饗』／万円をドルに換金したわけであるが、ご．れだけでも６００

円がｒａｔｅの差によって浦えたわけである‐

ｒａｔｅｂｕｙｉｎｇ臼⑧ユユｉｎｇ

／＄３６６円３６０円

Ｓ:沖織へゆく前、パヱポートの申訓を某就空会社へ依頼したが、

一人当り”００円負担し、残り。2ｃｏｏ円は熱研が侭担したが、

申淵は各人ですべきだった。

4沖綱ではタクシーが安いということで、少し利用しすぎる傾向

にあったようだ。

尻班としてもって行った個人の品物（カメラ、ラジオ、テープレ

コーダ．－）が破扱した時の熱研負担分について取決めておくべ

きである。

■■

ｒ
■

-42占一

円に換金した後の支出

鹿児島→博多間．（』 きり×８＝／α０００円

タクシー代３００円

３鴨８８学円一／α３００円＝』糾占８ギ円

（ドルに変換した分の残金）

ドルに換金しなかった分の袈金をあわ造て

総弧金は

』僧よ８“何－１‐／Ｓ:芋２０円･I‐』８６２円一¥α２８６届



蘭 沖繍の概観

〈沖繍の地理＞‐‐位爾、気候、産業

与論烏の南北緯』７族から南の鳥とを称して斑球列島といい、沖剥、宮

古、八重山の三群島及び大小６０余の島'々からなりたっている。

総而稽は約《Z”０平方キ画メー・トルでほぼ神奈川県の大きさで人口ば

９６万人（昭和ギリ年収月現な）、そのう･も７古万人が沖蝿本胤に住んでい

ろ。人口密度は／平方キ口当り”ｐ人で世界のうちでもトップレベルと云

われる。

気候は地理的鐘旋から承て亜熱帯に属しており沖繍本島の年間平均気温

はユユ０度で、一番寒い』月の平均気温は／６庇、一番幾．い７月の平均気温

，が”９南である。したがって冬骸の降為事もきわめて稀で霜、雪は全くな

い。夏は炎暑きびしく、湿度も高いし、・雨愚も日本本土に比べて多い。こ

うした気象条件によって、年２回の米作が可能であり、・ﾘ･I、ウキピ、パイ

ー柴ツプルの栽培が盛んであ論。

又沖綴地方は東アジアにおけ為亜熱帯気節風地帯に属し、夏は熱帯性低

気圧が頻催に発生し、一般に風速は速く、初秋の頃には、しばしば強烈な

台風の渉燕を裂け多くの被害な出していあ。

赤業は前記の砂糖、パイナップルが主で、就業別産業総成比ば、第／次
塗ミ

赤業郷／％、鋪』次産業／＆９％、第３次産業単占０％となっており、沖細

の特殊の条件を反映して、第３次産莱耽業老の比率がiWi率を示していぁ。

南西諸島 の 蛾 函 次買

一‘2６－

例

笹

領

召
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立
法
院

裁
判
所

部

＝

<沖細の政治＞
●Ｆ

瀞和条約第３条にJくって、沖縄ば将来

国連の信託統治の下におかれるが、それ

までは米雛が沖鞄における施政権を行使し

の危機が去った時アメリカは沖縄を国連に

である。そして極東に戦争の危機があるか

るのはアメリカであるから、沖縄の将来ば

一存にかかっているということになる。

沖縄の施政樋はすべてアメリカが握ってお

右の如くであるっ

沖縄の般高責任者は米陸軍中将であると

務官であり、現在の禰蛾弁称官峨ァ､／ヅプー

力が握っておりその形態ほ

|布令.布告岸|簡蝶弁務官
ｌＩ

ｌ米陸軍政府

、極東に戦争

移すというの

否かを判断す

アメリカの胸

|米国民政府’

宜 陸 者 は 木 陛 単 中 将 で あ るところの高等弁
●

現在の測等弁務官はアンガー睦叩lli将であ

琉球政府’

〈沖篭の地位に関する法案＞
サンフランシスコ講和条約（銭華）．

筑二索領域

蕊 三 条

日本国は北蝉さ２９度以南の南西諸島（琉球儲島及び大東誌島を含む）婦

岩の南の南方諸島（小笠原群魁、西之島及び火山列島を含む）並びに沖の鳥

畠及び南鵬島を合州国を唯一の施政権者とする信託統治制度の下におくこと

とし、国際連合に対する合州国のいかな論提案にも同意する。このような提

案が行なわれかつ可決されるまで、合州国は、領水を含むこれらの諸島の領

域及び住民に対して、行政立法、司法上の糊力の全部及び一部左行使する椛

利を布するものとする。

行
政
府
‐旬

凸
行
政
主
席

る。そして、この沖測支配の責任者は米側国防省である

から商等弁務官は国防省の命令を受けて沖繍を支配して

いるということになる。

高等.弁務官は沖縄で決定されたすべてのものについて

拒否術をもっておりこれがいわゆる布令、布告となって

－６２９－



年

而をとり扱う機関として

絶対的禰力で住民を支配する。又行政主席と上脈裁（沖縄で億最終密の裁

判所）の首席判瓢は商等弁務官が任命することになっている凧

沖縄には三つの政府があるがその艇間政府は商等弁務官が蛎限な行使す

る機関の米陸軍政府である。さらに堵の下に位砥して沖縄の民政而、内政

ＵｓＯＡＲ）がある。この民

政府の下に琉球行政府がある。これは沖縮住民によって柵成されており、

緋通琉球政府といわれてい為もので泌為。

琉球政府は侭政面だけの自治が与えられているだけで、外交権は与えら

れていない。沖縄にとって日本は政治的には外国にあたるので日本と琉球

政府が直接識し合うことは許されていない。日本と話し合いをする柵合は、

正式には商等弁務官が行ない、高等弁務官から特別に許可されたものに限

画

ユ

｡

Ｒ ；』銘

里

ﾇー豊務虹_塗童_主-墨一と-と一濯詳さ-ね‘-:足』戸
■
Ｊ

Ｂ
Ｐ
Ｉ

③企

沖縄は一応三梅分立のたてまえをとっており、行政識と立法椀、司法稀

州;それぞれ独立している。沖細の議会であぁ立法院で可決されたものは高

等弁務官に提膿されこれに対し商等弁務官は拒否権を持っており、これを

発動して署名を拒否すれば、その案は廃案となってし室う°

今まで見てきたよう‐沖柵の政府は全而的に術等弁務官が権力を扱って

おり、高等弁務官の専制政治という表 現 が ピ ツ タ リ す る こ と が わ か る ．

く医療事梢＞

Ｉ医擁機関の現状一本土矧似媒との比較一
１１

（人口が同じ程度の鼎）

表／本土類似県との医療設数の 比 較
■■
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表』.本土類似県との医療施設の病床数比戦

７０&／｜“８８１鑑“｜』』/ダ
縄
根
鳥
川
知

－‘？／一

皿

１
１
１

病 院
般｜歯科

全病床|総数i灘|難|雛i難嬬牒 診療所｜診療所

“/３１”3罰』０ヶ’７０８１／ＪｄｚＯｌ蛇１ヶ“｜／７７８

表／に示す通り病院について翠ると、病院総数は沖縄の／祭施設に対し島

根県が“施設で、約３分の／に相当し、謙知県の８〃施設に対し約６分の／

である。又一般病院を比較した場合沖緬の庇施設に対し、島桐県の３６施設

は単倍を上まわっている。更.に一般診療所について承ると沖縄の』銘施設に

対し高知県のさ“施設は』倍であり、島板県の“響施設は約｡2.6倍である･

なお議科診療所の場合沖縄の７９施設に対して徳島県の／７９施設は約‘２３傭

である。

又本土類似県等の医療施殻病床数の比較は表ユの掴りである。

病院の全病床数は沖純の４８鑑床に対し島根県が“８８床で約（９倍であ．

る。然し沖縦の場合はらい涜床の／”０床が含まれているからこれを除い

た場合約＆６倍にあたあ。又一般病床について比較した場合沖細のＳＦ舛床

に対し島根県の‘２３３６床は約“倍である。更に一般診療所については沖緬

の／９７８床に対し島根県が／”０床で沖綴が”０床も上まわっており病院

誌の少ない沖緬では、その病床数が一般診探所の病床数にしわ寄せされた

形になっていることがわかる。

医療施設全体の病床数を比較した場合沖繍の祭８／３床に対し島根県が

７０６／床で約』ざ倍であるが、沖緬のらい病床／３０２０床を除いて比核した場

合、約』倍の病床数となる。何れにしても医療施設は本土の類似県より劣

つ-Ｆ漏り蝶に病院の増設が必要なことがわかる。

86』６１６９３３１／ユ7学id2学』ク

ユｇ￥Ｉ』３３６１／SFクリ ［
。
／
“
《
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Ｉ
！
ｌ
‐
‐
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次に本土類似梁の医療施設の病床数人口／０万対比較は第３表の通りで

ある。病院の総病床教の人口／０万対比較は涛篭の鰹／床に対し島根県は
６／”床で約２情足らずであるが、一般病床を比較した場合、沖縄の６“

床に対し島根がユ６２８床で釣ダ倍強である。これから躯ても特に病院の一

般病床徴がいかに少ないかを示すものである。またその割に前述したよう

に一般診球所の人ｒｌ／０万当りの対病床激は島根県より多く、結局一施設

当りの病床教も多いことになる。

表３本土類似県との病床数人ロ／０万対比較（単位床）

…|…鳥繕謝蕊,侭鍵|_蕊-|雪嬢:|鰯

鰯'嬢"|隠獣|制“CＩＩ沖編Ｉ占半とＯＩ３』メ ユ３２

島根ｉ７９“１６／’３１７＆と

徳島Ｉ／Ｏ／８／’８／“|／さ“Ｉ』８ふさ ユム０１３さぶ６１／９R７ｌα／

呑川Ｉ／Ｏ３甥

寓知|/』ざ3‘ 鰯|,鰯|制'｡"|郷鰯|淵｜“

Ⅱ 医 擁 関 係 者の現状一本土獅似膿との比較一

医療関係渚の本土類似県との比較は第学表のとおりで、医師の鋤合沖細

の３ざ９人に対し島根県が８¥／人で約』.３倍、徳島県が／０６０人で約３倍に

当為。又人口／０万坐 し、島根娘が９坐６人で徳島県

が／“／人である。更に医師一人当り痢床数は沖縄が／＆ギ床、脳根眼が酔

床、徳島県がａ／床である。然し沖縄の場合はらい病床（／3ﾕ０床）が全病

床数の約２７％を占.めており、；それを除いた場合の実際の医師／人当りの病

床数は”床となる。歯科医師については沖刺の？８人に対し徳胤県が６２』８

人で約６２．３倍で墨も多い香川県が３０』人で約＆／倍であ論。又人口／０万対

比でば沖緬の/〃入に対し島根県が』ざ7人香川県が”､７人となって大きな

似きがあぁ。

又公衆衛生着賎婦については沖寵の甥合、布令／“号（滑謹姉、新輩学

校に関す為布令）により毎年再登録をする噸になっているが、未登録の渚

－ ３ ２ －

■

＆

＝
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崖

が 相当数あるた 妙実 際の 従業 者数 の把 握は凧難であるｃ

表学類 似 県 の 医 療 関 係 者 数 （ 実数人口／０万対比）

実 激 人'ｺﾉ，万対比｣踊術/人．‘当り読床
年

医蛎｜歯科医師i保健婦|助産婦|看護婦｜医諏|癖涯師|数

沖細｜／９“’３ざ９１９８１』３８１、j『』必’９８９ ⑳ ／パ／｜／＆卓

番川！〃１９ヂユｉ”』Ｉ』００１”９｜／７／／Ｉ／Ｏ＆ざ１３ﾕ.？’／α／

高知：〃’８６ ７＃ｄＺさ』：／７／；学”／８９９／０パさ１５２？さ：／野

（／９６』年／ユ月末）‘

Ⅲ医療施設及び医療関係者の地域別分布状況

（ 病 院

病院の分布状況を人口／万当り病床数によって歌ると／９６』年／２月末現

在における人口／万当り病床数は全琉平均３ユ／でこれを地域別に見ると鱈

さ表に示す通り北部坤区の／０“床が最も多く、南部地区が中郷地区の次に

低い。これ桃北部地区の病床数（／”／床）の内、らい病床数（９６０床）が

大部分であり、全病院病床数の約３８％を占めているたぱ>である。南部地区

の場合は人口が全琉総人口の”％な占めており、人口に比較して病床数の

１W|合が少ない。

表 さ地区別医療施設病床数

施 設 病 床 数１人口／万対病床数

－３３－‘



』.診療所

一殻診療所を地区別にみると表すに見る如く病院とば逆に、全施設の半数

を南部地区で占めていることがわかる。これは医縦施設が都市に焔中す溺価

向にあることを示すもので、南部の一段診縦所の９０％が那覇市に存在して

いる。なお、これを鮒股者別にdZLると開業医（個人立）がその約８３％を占

あており、政府立、市町村立がこれに次いでいる。又有床診療所ば殆んど侭

人立（開業医）である。

＆介輔及び歯科介輔診療所袈６介輔及び

歯科介請診療所数夕晶〃穴鼻声タハローニー言ゴーサーニーロー一Ｊ、ざ=壷

／９６ユ年／ユ月末宗在において介需

鯵縦所は‘２７施殻で、棚科介輔診療所

が／／施設である。介輔及び歯科介輔

は戦後の混乱期に当時の医師及び歯科

医師不足の補足手段として実施された

ものであ為が、以来今日まで無医地区

及び無歯科医地区の診療にあたらしめ

るため、地域を限定して介載及び歯科

地区別

全流

北部

中部

南部

官古

八飯山

介職診療所｜歯科介輔診療所

ユク ／／

／／ ３

ク ／

Ｓ ざ

単 財

介輔に診療企災を許可している。地区別分布状況ば表らのとおりである。

坐保健所壱政府立診振所、政府立病院及び縦装所の数及び分布

・ 保鐘 所：名護、石川、ユザ、那 覇 、 宮 古 調 八 重 山 ６

．政府立診療所：３２

．政府立痴院及び療萎所：繍神病院／、結核病院'２，らい病院』、

一般病院古、計／０その分布 状況は表／のとおり、

､占：地区別医療関係者数
（／９６祭年／２月末）

地区別｜医師｜歯科医師｜蒲砿姉ｉ公覇｜助産婦

全琉’３６』

北部

中 部

挙り

ｇ／

南部Ｉ』〃､／

宮古 ユュ

八節山．！／,８

ヲ８１４２９

９１／』ざ

２“｜／３ワ

占喋！』９３

＆ 喋さ

古 ユグ

－３ 単 一
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７２ 』／６
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<環境衛生＞

パ上水通及び飲料水

沖綱に:随いては戦後簡易水道が各所に敷設され、住民ば水の不便から解放さ

れつつあるが、簡易水遡の多くは、共同栓で各戸の台所と直結す為のは少ない参

更に半０％程度の住民は井戸水、天水、その他の湧水を使用している状況で毎

年の皐蝉時特に珊瑚礁地帯の住民は今なお水不足に悩まされてい為状態である。

上水巡、簡易水道の普及状況は次表のとおりである。

那珊保'雌所管内

。・ﾘ身〃

石川〃

名護〃

宮古〃

八茄山〃

計

ＩＥＩ

（／９６３年６月現在）
一一一一一

施設 数Ｉ 給水 人口｜給水人口率’全人口

７／１６２６２ヌヮユさ &農Ｏ’３ｹ６７７Ｊ

２学Ｉ／ＯｊＺＯ７７ ざる.Ｏ｜／９α“／

3ギＩギュ８“ 学より ９７W６０３

/ｏｏ’９努占ユ８ 7饗０｜／／“鵬

／３１３６‘Ｏ辛乎 ざｄｏ クユ０３３ヲ

／ク’３坐ク３３ 占便さ ざ祭ギ』

．，､ＩｊＺさ７．．，ヶ３jＬ９９ｊ &ａＳＦｌ８８ａＩ/』c２

註）給水人口は／９６０年国勢調査によみ。

６２.排下水問題

,排下水設伽はまだまだ不完全で特に祁而地区においては､大雨の都庇雨水

がはんらんしこのため汚水が流出して種々の伝染病発生の危険性をはらんで

いる。排下水溝の暗渠は詰まり水の流れが不十分であるので随所に汚水が滞

溜し顎一フラの発生源となり衣食生活を営む上で悪影糾な及ぼし特に夏期に

おける蚊の発生は日本脳炎等伝染病発生の一因となっている。

＆清掃事業

◎し尿処理

し尿処理の方法としては下水道処馴、し尿浄化槽、し尿消化櫓、海洋投棄

等がある。沖編における処理の方法ば大多数の.便所の溝造が汲取式であり汚

物取扱業着又は市町村の直営により集収迎隷すあ方法がとられている。この

汲取りの方法としては簸近バキュームカーに,上る塊収迎搬が行なわれるよう

になり迅速により清潔に実施されるようになった。しかしその数は少なく、

わずかに都市地区において実施されているにすぎない。それ以外の大部分の

－ ３ ７ －
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詮

／・Z亭Ｉs３２/ＯＳ､９Ｉ６／７!３／卓

世

理容所｜美容所｜公衆浴場｜興行謡｜旅館業ｉｸﾘﾚＦ蕊｜計

－３９－

/０３／Ｉ学６０１３“』 /３／Ｉ古３３ ユギヲ

汚物取扱業者は今なお馬車を利用し汲離取り揮搬してい論状況である。

◎ゴミ処理

ゴミ処理の方法には投楽、埋立、焼却、､堆肥化その他の方法があるが沖測

‘では主として焼却､埋血が行なわれていろ｡

那覇市の場合毎日のゴミ排出側･が約／３０トンでその処理のため、市直営の

トラック／３台、馬車／３台、汚物取扱業者の三輪車／』合、馬車”台その他

自己処理丑を加え／日約／０３トンが処理されていあ。

坐環境衛生関係営業

（保健所月報による）

ユム学

／／／ｇＩ７／９１３』２ /３／Ｉ&嘆卓Ｉ、?学９１３ユｇ

己

〈社会保障の問題〉

すべて国民は紘康で文化的な最低限度の生活を営む椛利を有し、国はすべ

ての生活面において、社会福祉、社会保脈の向上及び瑚巡に努めなければｿ;侭

らないということは日本国憲法第｡Z占条の定める処であって、国民健康保険、
■里

健康保健、厚生年金保険はこの趣旨の実理をはかるものである。ところがこ

れらの制度は現在の沖細では全く存在せず国民の生活ば極めて不安定なもの

となっている。沖棚では医療殿はすべて全額r1己負担である。従って少数の

富裕者を除いては病気になることは経済的に許されない。しかし病気にかか

ることはさけられない汎爽であるので比１１眺的ｌ吸い病気については医師の治振

を受けないという事例が多いし、又どうしても医師の治採を必要とする場合

は治擁磯の全額を都合しなければならず、病人な出した銀の経済的困窮の程

度ば想像にかたくないのである。そしてこの事が現在沖縄でおこなわれてい

あ子女の身売の一因をなしているのでああ。

沖範における社会保障制度の実現はいかなるものよりも早急に行なわれな

ければならな い も の で あ る が 、 そ れ 雑 「琉垂政府」の財政をもってしては極



〈参考愛料＞

ユ）琉球政府厚生局発行厚生白書／９６３年

２）琉球政府企画局統計庁琉球統計年鑑／ヲ砕年

ｓ ）琉球政府発行琉球要覧／９“年

４）、忘れられた島、沖縄山口大学沖縄研究会編

５）沖細在仙沖細眼学生会編

■

尼
一

である。

いて困難であろう。こうしたことからも生存権の術保に関して、日本政府の

沖繕孟助災の着額ないし祖国復帰ということが関連してくるのである。

注）沖郷においても今年の／０月から医擬保健制度が実施された。しかし

この保険の対象になるのは全住民のわずかギ０％にすぎず、しかもこ

の”％は比較的恵堂れた人たちで、最も保険を必要としている農漁

民、零細覗業所に働く人たちが除外されている事、現金給付制度に

なっていあ噸、その他多くの問題点を含んでいあ。

以上象てきたように沖縄の政治.、経済、医療、社会保障等そのいずれを

とり出して雛ても、モの解決のたあには戦後沖誌が日本から切り離され、

米国の施政極下.に泌為という特殊の条件をぬきにして考える甑はでぎない。

沖縄の医療間Ｉ題一つを取り出して熟てもそれは医旅問題であ論前にまず

政治的問題なのである。してみれば沖縄の全問題が祖同復帰の問題と関連

しており、祖国復帰こそ沖調問題の終局的解決を与えるものと思われるの

＝

－３９－
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1

地形：・西表胤は、沖縄列島の南端に点在する先島諦島巾簸大の島で、与那図勘

をはさんで台湾と相対している。すなわち、北緯』学ツヶ'一Ｊ古、・東経／”｡”′

一姑に位侭し、周囲ク“ｋｍ、而競”α９ｋｍ、径は最も長い所で約６２８ｋｍ，短

い所で約／６ｋ'ｎである。全島は、ジャングルにおおわれた山よりなるが、いずれ
Ｕ

も高度ぱ、粘り、前後である。主な河jIIは、いずれも西部または、東部の海岸
Ｃ

純に開口している。浦内川は、延長620ｋｍにも及ぶ島最大の川で、西部海岸に

開口している。地痩に関しては、島の大部分侭、第三紀隔に属する砂岩および

頁岩よりなり、薄隔の石炭層を含む。この石炭は、大戦中白浜近辺で採堀されて

いた。

気候：西表勘は、気候帯から云えば亜熱帯に属し、黒潮暖流に洗われているた

め海洋性気候の特長を有している。雨逓は、年間を通じて多く、梅雨期（占月、

６月）、台風期（８月、９月）、季節風期（／／月、／』月、／月）の三つの山が

ある。年平均降水iiI:は、租納においてユ,６３０ｍｍに達する。気温は、年平均j2”。

ｏであり、飛測‘”3°Ｃ、般低／aO師ｃであぁ。年温阪職雛が、／パ3°Ｃでああこと

は降雨曇とともに、典型的亜熱帯海洋性気候を示す。夏期とくにク月、８月、９

月には台風が頻繁に襲来する。

人口：／９“年現在で＆６３６人である。人口緋成では”代の人がほとんど見ら

れず、中学生以下の年少者と錨～”才以上の人口が大部分を占めていあ。

交通：島内交通は．道路の発達が悪く、東部と西部は、完全に隔離している。

東西交通は、石垣港を経由するのが普通である。租納又は白浜から網取又は船浮

に行くには道路がなく、くり鉛で海路を行く以外に方法がない。又、浦内川には

揺がなく、くり船の渡鉛で川を渡るしか方法がない。

通信機関：郵便と電話がある。郵便物は、各島間は船による運搬であるため、

かなりの日数を要す為。龍話は、沖縄本島や石垣島とも交信できるが、いずれも

交信時間（午前８時～午後S･時）があって、これ以外の時間にはできない。

電力：発砺所はなく、自家発電にたよっているため夜間／ｏ～／／時頃までしか

憾気はつかず時間外はランプを使用している。ラジオ（トランジスター）は、か

次り将及してい為が、テレビは、見られない。



産業：蕎表島の産裳は農業と林業であるが、農業碗主として島の東北部で

行なわれており、林業は向浜を中心にして八重山開発株式会社の手で行なわれ

ている。豊桝な森林満源姉、主としてパルプ材として利用されてい論。主な農

獲物は、米、パイン漣砂糖キビであ為が、パイン、砂糖キビは、換金作物とし

て重要な位世を占ぬるようになっている。漁業は、近くに市場が不足している

ため、自己消費程峻にとど堂っている,，

『

『

Ｉ

一ギ ュー

０町

生

画

＝
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側 調査報告

'（沖繍のハンセン.氏病

〈Ｉまじめに〉‐

既に日本内地ではハンセン氏病侭十分にtその対策が成さ錘、世界でもライ

征圧の効果を如実に上げた図として評価を受けているが、沖掩でば未だに注
､D■

目すぺき疾患であ;もので、今回〈我左の沖細派避の統一テーマの一つとして
0■

取り上げた。

沖縄にはライ疲誰所が‘2ケ所ある。崖_我辿p_愛蕊興!、嵐宣Q・南静風でああ、

前者は昭和／３．年に作られ､定員９０６迄.で、現在７２Ｅ名入園しており、医師３

名が勤務している。後者は昭和／ギ年にでき、定員３６ｐ名で現在ユ“名が在

園して、医師は／人で診療に当っている。今回の派巡でこの』つの擁養所を

訪れ、見学と共にデータを見せてもらい、他の保健所や文献のデータをも合

わせてここにそ れをまとめて熟た。

（沖篭に於けるハンセン氏病患者の現状

（ﾕ）人剛患者数及び稲患率の本土との比峨

鵬 女｜料撫鵠に｜計

南静園 ／＄･ク ／０／
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(2)新患者の発生
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新患者発生、出〃地図比較図（／９６６２～／９“）

人口mOOO当り２５以上癖ﾕg-a5今ｇへる（壷
２４'~"3ｏ〈⑩)14ﾊーｭ。面ぅ空､_ろ②

(6)重症の程度の比紋

全盲

禿頭

眉毛脱落
(完全脱落紘少く
一部脱落してい為
もの）

手の障害

愛架園
（総：７』８）
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（７）合併症と死因（愛楽園）

愛楽園入園患者の合併症
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(8)患者療養期I;ijについて
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〈まとめ〉

′(:'）入園患者識及び擢患率の本土との比較

・今回は入胴している肌者のみを対称に統計をとった。在宅治療患者を

加え為と沖繍の患者総数は／ざ００名近くになると恩われ為し、未発見の

患者を加えると握患率はおそらく本土のそれの』０倍近くになるであろ

う。

男女比は本土とほとんど同じでああ。

(2)新患者の発生

とれに関しては聴くべき微航がでていぁ。新患の発生率ば本土の約

３０倍である。

(5)年令曲線の本土との比較

とのグラフは沖細のライの現状を非常によく反映している。沖繕の入

･園患者ほ平均年令も若く、年令曲線も本土に比べ、左に寄っている。つ

まり若い思者が多い。

また新発生の患者に至っては平均年令Ｊａ８才で、年令曲線のピークは

』０代にある。このことから沖細ではライが猛威をふるっていると考え

て よ い と 思われる、

(4)病型別比較

ライが次第に増加し～疾病としてますます重要になっている所では、

.軽症のライ患者が多く出現する。このグラフを見ても本土より愛楽園入

園者が、愛楽圃入園渚より新忠者がＴ型及びその他の群が多いこと.に気

づく。やほりこのことも沖縄のライの進展をものがたるものである。

(5)患者の発生の地理的分布

とれはグラフを見れば一目瞭然であるが、伊良部島で架中的に多いこ

とが目につく。そして、ここでは新脹者の発生も沖縮で一希多い。

一卓９－



このような地域は、感染源が年女うけつがれて、発症した者のみが療養所

に送られる。発症、排菌をして、他人に感染させ、本入は入園しても、砿

染した人は数年の潜伏期をへて発捷する迄、健康人と塗ら賑いので跨る。

このような悪術誤な断.1ぅ切るには毎年連統される全住民の検診しか､ない。
・ も

(6)重症の濯度の比較

このデータは不完全でありやまた煎症ということを身体臓審の穏庇で表

現するか、排菌で表現するかについてはいろいろ問題があるが、ここでば

わかっている数字だけの記載にとどいた。比較しうるのは説覚障害の承だ

が、やはり本土の方が爪症だと言えそうである。しかし、この問題には気

候、食柳、休揃などが微妙に形秘しているので、一柵に沖蝿のライが本土

髄比べて軽症 だ と は 言 え な い だ ろ う 。

('7）合併症と死悶

死因では老衰が第／位で、注目すべきこ'とは結核がかなりあること、尿

毒症が６番目にあることである。結核とライの交叉免疫の問題に連関して

而白い現象である。尿識症はライ性の慢性腎炎に雑くものであろう。

ﾕ．入園と退園について（ｓ望ｎｃ１ｉｎ工 ｃについて）

慰者が発見されるのは開難医、保健所聯でそこから旅恭所に送られ診断さ

れることが多いが、沖縄本島に於ては、那覇市に沖縄ハンセン氏病予防協会

によるｓ堂ｉｎｏユｉｎ:ｉｃがあり、無料診療所を開いている。愛楽胴の湊医師が
客

担当され、毎週土廟日に診療されているが、いつもユ０～３０名が訪ずれその

中から数名の新しい忠者が発見されあそうである。毛のうち、エ群、Ｉｒ型、

Ｂ群の排菌のないものには在宅治療を実施している。排蒲の有無ば、結核の

ように菌培養が可能ならば培養して皐ることができるが、ライにおいては塗

旅して砿微鈍で見為以外に方法は脈い°このようたシステムは／９６．２年から

行なわ』もており、沖縄のように若い新患考の多い地域では適当な方法だと思

Ｉつれた。また 一 方 で 、 画 型 で 排 菌 の あ るものは入園の手続きを取り入園して

一 き り 一
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凸

局

西



● ヨ

一

ー

治療を行ない、数ヶ月間排薗を見なければ退圃し、在宅治派に切り替

え、同時にａ姉ｏｊｒｃａｒｅｃｅｎｔｅｒ（後保護指導所）.に遥い職業指導をうける。

沖柵ではライな結核や梅識喋同じように慢性感染症の／つと見倣し、排菌し

ていれば入園し、しなくなれば退園して、社会に復帰し、仕小につく。この

’点は内地とかなり異なり、医師の側にも患者の側にも、又一般の人達の側に
命

もライに対する偏見を．除い､た、すなおな考え方が存在しているように見受け。

‘られた．

＆病型分類について

ライの痢型分頻についてば、昔から多くの人逮によって検討されて来たが、

未だに世界的に統一された分類法がない。／９古３年の日本ライ学会分類（らｖ

ｌｍｉ型、神経型、結核;嫌型）ぼすでに捨てられ、同じ年のマト．リツド分類が覗

在、国際的にも広く認められている。

画ｅｐｒＯｍｅｔｏｕＢｔｙｐｏ， らい腫型

ＴｕｂＧｒｃＵＬユｏｉｄｔｙｐｅ， 結核様型

：[ｎｔｅｒ】ｎｅｄｉａｔｅｇｒｏｕＰ，．未決定群

Ｂｏｏｄｅｒユｉｎｅｇｒｏｕｐ，、 境 界 群
（迫．と!Ⅳ．との中間型）

現在、沖緬では新しい患者が多数出現し、ライの進展状況が速いので、こ

の分類法が適しているとされている。

乙型とは全身的な没澗を伴う、丘疹、結節が現われ、いわゆるＬ⑧pr‘〕ｍａ

を形成する。この型では、その治療過程に於て、／年間にライ性結節性紅斑

を”～３０％に認め、炎症が袴、肝、虹彩に及びそれぞれ腎炎、肝炎、虹彩

炎を起す。この型は概念的にライ菌に対して無防備の状態と考えられ光田氏

反応は陰性である。

Ｔ型ばいわゆるライ性姦紋とライ性祥経炎を主とした型で、Ｌｅｐｒｏｍａの

形成はなく、内臓がおかされ箔ことはない。この型はライ職に対すあ防禦反

応があるもので光田氏反応は陽性にでる．

Ｂ群は、型とＬ鰹の中間のものであってＴ型とも工』型とも決め難‘いもので、

光田氏反応も陽性であったり陰性あったりする⑥

一ざ／－
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閑

霞た、現在、日本内地ではらい研究協縦会分類が拠梁され簡明さのため此
●

用されている。
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亜型 群 病勢（ｴ』．Ｔｍ）

Ｐ８ｐｒｏｇｒｅｇ“ｖＧＢもａｇｅ，進行蝋

ｒ：ｒｅｔｒｏｇｒｅＢＧｉｖｅｓもａｇｅか塗行其Ｉｌ

ｑ：ｑｕｉｅＳｅｎもＢｔａｇｅ， 吸収期

、工群はライの発病のうち、簸も初調のものと考えられ、症状も軽く、神経

肥厚と知覚麻津の象のあるものである。この群では光田氏反応が陰性の場合

が多く、Ｓ‘０％が自然治癒す為と考えられてい'るも

また、エ群から多くがＴ型に移行す為と考えられるが、田型のうち８古％

が自然治癒すると考えられている。そして工群は子供に多いのが普通であり、

／挙才以前では光田氏反応が除性である。しかし、例えば、／０才のとき光

田氏反応が陰性で、神経肥厚のみがあり、／さ才になって症状には変化なく、

光田氏反応が陽性になった時、団型に移行したとは一概に言えない。

以上は南静園、鍵楽園の先生方の話しであるがライの病型の移行に対する

／つの考え方であろうと思われるので紹介しておく。

，‘／’↑僻へ､，
垂型←？－ヶＴ 型

、､ｪ↓鐸ノ！
←：病型の移行を示す。

しかし、この』JRI、２亜型、／群の分類もまだ全而的に認められたわけで

'はなく、まだ昔の３型分類を採用している所もある。ライの病型は世界的に

国によって、おそらくその国の気候、食餌の故に、かなり病態が違うようで

Ａ

(ａｔ ｙｐｉｃａユ
ｒｏｕｐ）
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呉 退園後のリハ ビ リ テ ー シ ョ ン 。

－ 後 保 護 指導所について一

沖細那覇市には財団法（である人ンセン氏病予防協会があり政府からの補

助と会員の会費により運営されている。この協会に日本政府の援助によって

退園したライ患者に対してａｆ,ｔｅｒｃａｒｅを行なう施設が作られ、綾保護指
■

禅所ａ:Ｆｔｅｒｃａ:ｒｅｃｅｎｔｅｒと名付けられていあ。鉄筋』階独で中は寮の

ようになっており寝泊りが出来、昼間ば自分の好‘承にあった職業指導を受ける

のである。男性では電気技師、自動車運転手になるものが多く、女性ではほと
●

んどが裁縫師にｵ侭るそうである。具体的にその内容を」二げ湯と下肥の通りであ
：．

るが、この他琉球大学夜間榊座測量科力;あるが、現在のところ受聯者はいない｡

●

/9“年度愛雌者:数

自動車科

電気科

洋裁科

木工科

金工科

手装物科

英語科

簿記科

専務科

世界のライをただひとつの分類法で分けようとすることが無理なことかもし

れない。本土には本土の、沖縄に抵沖細の、その状況に応じた分類が成され

るべきであろう。

Pｐ
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２
７
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ノ
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＄：沖縄のハンセン氏病対策

沖縄に於けあライ対策は琉球政府厚生局による保織所、療養所を通して行

なわれるもの、日本政府からの援助、そして、ハンセン氏病予防協会の活鋤

とこの３つの方向から成されている．

第一の琉球政府によるものは、保健所の一般的な仕班と擦養所の入園患者

に対する援助の承であって、新しい患者を発見し、予防を行なうという態度

ではなくいわんや、患者の象族に対する保障は充分に行なわれていないよう

である．

日本政府からは何年かに一度、思い出したように沖縄に援助がくる．その

時はそれで非常に良いわけだが、毎年述統的に行なわれないので、ライを完

全に撲滅することができない．

３番目のハンセン氏病予防協会は残念乍ら嘱託の医師が少ない。ｓｋｉｎ

ｃユｉｎｉｃの診療も一人の医師が行なっており､新患の発生をとらえるには、

やはりライの濃厚な地域に入り込詮、検診することが好ましいのであるが、

もつと医師がいなければそれも出来ない．

結局愛楽園の湊先生が話されていたように、沖縄でライをなくすには、濃

厚地で毎年連続的に全島民を検診するしか方法がないのであろう．それには

医師の何人かがいるし、何よりもそのためには政府が計画をたて予算を組む

必要があろう。今迄のように何年かに一度の検診ではライの撲滅を期待する

ことは出来ないのではないだろうか。

ム沖縄の人達のハンセン氏病に対する関 心

沖綴の人逮云火の題を掲げたが、ここで報告出来為ようなデータは何もな

い。沖縄でも、やはり内地と同じように嫌われているし、その程度もそう違

いがあるとも思われない。但し、沖擢はその特異な政治的環境の故に全琉が

煮とまって祖国復帰に向うというような港え方が心の中にあり、同時にこの

ようないまわしい疾患も早くなくそうと考えられているように我女は感じた。

また、沖縄には古くからライ病の患者が家に来た時、失礼な扱いをしたら

必ず家族や子孫にライ思考が出るという迷信があ為ので、訪れた患者に対し

一 ざ 学一
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て、ていねいな接待をしたらしい。そこで、ライが感染する機会力:多かった

ことも考えられ得ることである．

いずれにしても市民のハンセン氏病に関す為正じい知職と理解がライの予

防、治療、リハビリテーションを前進させるための大きな原動力となること

は疑いのないことであろう。

Ｒまとめ

沖縄ではライは多く、新患者が続左と発生していぁ。新患者の年令、病型

を見てもライの勢力の強さを知ることができる。そして、地理的な発生分布

をみぁと一部に集中的に発生している（伊良部勘）。

また、沖細ではライの早期発見、早期治療、社会復帰の考え方があり、そ

れがハンセン氏病予防協会によりスムーズに一貫して系統だてて行なわれて

いることが注目される。

排菌している者の承が入園し、排浦がなかったり、入園していて排噛がな

くなったりしたら在宅治旅に切り替えることが当り前のことのように実施さ

れている｡

a感想

今回、我女が沖縮でライを調べて一番深く感じたのは、ライに対する感え

方である。早く発見して治療し、社会復帰するという考えればしごく当り前

のことが、今迄のライには適胞されなかった。しかし沖測では現に行なわれ

ていあととを我六が体験できたことは、非常に右意義だったと思う。

沖維ではライの勢いはまだまだ劣えておらず、金をかけた計面的な検診、

治療が必要であり、何よりもまず、医師の不足を補わねばならない。沖織に

は病理学者が一人もいないそうである。病理解剖をやっても専門家が居ず、

不如意の事が多いそうである。

沖緬では結核も多いが、ライとの交叉免疫、ＢＣＧを実施していないこと

なども、ライの進展に関係があるだろうか。しかし、沖拠は日本本土に比べ

ると干均所得も低く（つまり高税）壌境衛生もよくないことが、ライをはび

－さ な －



こらせている原因でもあろう。

そして、愛楽園でば７』８名の患者を３人.の医師が、南静認ではユ６ヶ名の患

者を／人の医師が診疲されており、その献身的な姿に対して妹、ただ深く敬

意を表わすの尋の我女である。

〈謝辞＞

愛楽園の淡先生から妹群細なデー少を見せていただき、同時に、懇切丁寧

な助言をいただき感謝いたします。南静圃の新城園長には温かいもてなしを

受け、世嘉良先生には同じ若い医学徒として心地良い款・待を受け、心からお

礼申し上げます 。 ‘ ．

また、菊地忠樫園の反田先生にもいろいろご忠告をいただきま･した。そし

て、髭楽園、南静園、菊地恵埋園の職員、爺護婦の方女に厚くお礼を．申し上

げます。
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国立療燕所年報昭和３７年度

痩楽新剛／９“、６．”特災号

愛 楽 沖 繍 ハ ン セ ン 氏 病予防協会

大城新蔵／９“ ． ／ １ ． ２ ヶ

その他のデータは愛楽剛、恵楓図から直接いただきました。
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２ ．沖棚．の精核
くはじめに＞

戦前沖縄の結核死亡率は他の府県に比べて著しく高率ま示し、そのため沖細は

結核県と呼ばれる程であった。当時結核は広く樫延し、一度発病十ると多くの者

が死の鱈起寺とったので人友に極度に恐れられていた。しかし戦後ほこの結核死

亡率も急激左減少を示し、現在では全国平均（本土）生り低くたってい易・ただ

今次大戦で直接戦禍、終戦後の食糧、住,宅事補その他の社会環境の悪化などで結

核忠者の多くが附汰されたという一時的現象も無祝出来たい。これらの知縦に基

づいて我女は今夏沖極の結核の状態（療養所が中心であった）為見てき希。その

結果との疾患を考えるとき特に沖縄ではこれ病-単に一疾患として見るだけでは正

確に把握十ることが出＊ず、現在の医縦体制下、或は社会条件下の問題として把

握 十るととに重要性表見出ずのである。以下それに基づいて浅層にしか到らなか

つたが考察してみるＣ

ｌ，結核対紫の変避

’１，９４８年金武保蕊院設.世、’００４“

１９５２〃保健所発足

１９５４〃在宅治療制度

結核予防対策１Ｗ定嬰綱

１９ ５５ 〃肺外科の導入
〆

， ９ ５ ６ "′結核予防法．’

１９６２〃本土療誕開始

１９６５〃結核実態調査

，９６４〃第一次派遺医来島

－ ５ ７ －



２，結核対縮の現状

［表１

割】§

↓
↓
↓

脱
者
発
晃

宮

催

Ⅱ

、

［

、

〆~～、

周

ﾆｰ詑一

ニョヒ

‐
Ｉ
‐

/』

伯

ｈ



ー

Ｚ

喝

1［

⑭

臣

Ｌ

〔表５〕結核死亡率の誕週
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〔表四〕年令階級別にみた結核死亡数
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３９４０年以1Ⅲ200/>/１０万に近かった死亡鍬か63年には２ﾛﾉ>/１０万と戒I)ｉｑ/，

にたっている。又本土と比較してその率は６５年現在殆んど変らたい。終戦前後の

空白甥に急赦に死亡率の減少したことば生活寵境の悪化に堂ろ患者の陶汰があっ

たホのと考えられる。６０年黄で急激に減少し･Ｆきた死亡躯がやや枇ぱいにたって
きたのは医療行政の向上にエリ死因不明のものが明らかにたってきたこと。耐性

繭に産ろ根治の困難性が出現したことが考えられる。
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４？ １４ １９２Ａ２９５４３９“４９５Ａ５９上

この淡では年令階級に進為人口比ではなく死亡人数だから全休襟比1校十ること

には無理がある。しかし内地においてはその人口比で５０～40才代から死亡率は期

加しはじめるのに対し、ここでは1.5へ３０にかけて曲慧の上昇が見られる。！

（人口１０万対）
500 胃ｋ土の結核死亡率

ノ

又１０年前と比べると２０～更&にあ

ったＰﾕｅｄが硝失しかけ高令に向
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５

＞で、１２４
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5‘死因順位（１９６２）

副臨

ｒ

沖 霜

Bｉ

１９６２年における結核死亡率は526,4ﾍ/１０万（本土746.5）である。これは人

口椎造において若年層の占める割合の多いことが一因と考えられる。又その位厩

が５位存占めることは諺内地に比し不載の事故が少たく、死因不明のものが７位

に入っているから順位の問癒エリも全結核と肺炎気符支炎との順位の逆鵬という

班に注目＋べきと 思う。

6』年令別結核届出患者数（１ｏ６４）

癖
一

人
、７

6.0（２５鋤） 男１４７５（54,9鋼

女１２５０（45,9鮒）剛 、

対人ロ０．２９塊

５００‘

４４５

唖■

1４８

、、、．

＝

罰&理刷咽
5００．

１１

、 Z４ｚ１

■

2００－

９１９２９３ワ。？５９６９７？.‘

１００－

０

０１０２０３０４０５０６１０７１:Ｉ８０才！１１１１１１

▼

沖

-.904』－

９下

籍順 位

甜
凸
ワ
』
》
。
４
属
〕
〃
。
７

老衰

中梱秘経系の血箭損傷

悪性新生物

心臓疾患

全結核

肺炎気管支炎

死因不明
｡←■

中枢神経系の血管損傷

悪生新生物

心膝疾患

老衰

不磁の駆故

肺炎気管支炎

全結核

本 一 、 土



【c』

Ｉ

年令別に１９６４雄内に新決定として各保雌所に届竹られた結核蝋譜届出数で

２，７２５人、内２０代が６４０人で全体の２５．５％を占めＰｅａｋ存つくっている。これに

比し内地では（５８，５９年）Ｐｅａｋが４５～４９才にあり２Ｚ５％ついで５０～４４才が

２６，８％、６０才以上１ス５儲と内地の方が中高年厨に多く友っている。この理由のひ

とつに内地のこの年令溜のＢＣＧ接種不足があげら通るが逆に沖縄では若年にこの

現 象がみられるも の と 思 う 。

5剛

１００［

5『1０．

Ｉ

人，？“年結核届出数（新決定）症状別（Ｎ毎Ａ）

1256（46,1鯖）

76．'1（２３卿

292（１０，７節）

『

ＮＷＡ

分類1169虚中等症重症

1“（５１場） 127（４７〕

Ｆ，(zz＃,88(畠1)｜｜
肋膜骨留節頚蔀ﾘﾝバその他

dd

１９６４年新決定患者の症状別分類を示し:てい患。雲症１２５６人（４６，．１艶）中等

症７６１（２８）虹症２９２（１０，７)肋膜炎１４Ｕ（５．１）骨関節結核５ワ（２，２）頚部リン

パ総結核８８（３，２）その他１２７（４．７）と云って.おり中等症以上希要人院とみても

１０５３人（５８．７先）という数にたり全葦施設７９９歳のベッド数というのは非常に
）‘

少攻い。雀た肺外結核が内地では全結核の１，５露であるのに比して沖樋では非常

に多いといえる。

－６２－

＆

ら
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〕年令別ツ反陽転率

Ｖ3１５４１０
５４３９４４

原 因は現在ＢＣＧの

１８

２５

Ｉ
２９

Ｚｉｔ雲な

鰯
押
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【

ぐ駕饗
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～
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､色

、
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~

、

～－q

［９〕肺結核の適応医療区分

，二二..､------

０５１，０１５２０
１１１１

陽順率がポ樋に驚いて濃い鳶ｵ，

ロ

いことである。４０才前後の陽性者の最も多Ｉ'､時期において陽賑率が６０％にとど

まることは在宅治旅というSySIjGmのもとで排噸者のいる現状では非常に危険な

ことと考えられる。

その他に胸部写爽有所見者にツ反、陰性の者が多いという報告等からａｔｙｐｉｃ

ｍｙｃＯｂａｃｂｅｒｉｕｍ感染がある可能性やＰＰＤ使用によるＣｒｉｔｅｒｉｅの問題も含寅れ

ている□

沖剥 －６３－

叩
６Ａ

いた
ヲ

画

渚＞

ｅｒＣｅｎもａｇ

＝

沖 細

内地

１０，７

2‘０

活励性，肺締核

感染性肺結核

広汎空洞.型 その他の感染性

２８，０

１５．８－

４６０１

６ス０

１０１５

'1０４

ｦｌｆ感染性

肺外結核



947

‘,鍋β

〔災７〕でも示した通り沖剥にお､感ては:ＮＴＡ分類の中等症重症が多いため化

学療法のみで治療菊果の期待出来る患のが内地の76,0筋に比し72,2筋とやや低い

が、外科寮法詩必要と÷る港の戎は治療困謹戎その他虻入るものは逆に内地が蒜

くなつ｡Eい§.。これ&J:･葱i':も判定il;雛雁蕊がああこと、又は級iMlに雛があお《nか油
しれたい。いずれにしても重症礎に差があり治療法に差の少ないのは何等かの問

電点淀包むのでは左いかと思う。

■I

丑

十

９６４年末在宅忠瀞数雛令捌

啄末

窯
一一一4

〔縦ｆ〔

２
包一p■℃■

99典5緋1人口比1‘O“鋤
２HＲ２

l9fJq

ク口０［

1358

ー－１１２０３

ｒ
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５０［

1,7Ｊ

、

ー

、f･ＩＩ

４Ｅ

１
Ａ９

５９隠

50ｑ‘

印
［

ロ

６０

１
６？

ｔ
～
９

－
７
？

５０

１
５９

５０

１
５９

８０

１才

Ｃ
～
９

１６

１．
１勺

ＺＣ

１
２９

犬１ｃは１９６４年末在宅患者数を年代別に示している。１９６．卿年から１９６ｓ年

嘘で１万代秀横ばいしていたのが６４年９９５０人とやや減少仰傾向禿見せてい為。

尚１９６４鍾末には５９６人力琉象政府立病院施設に入院して.毒b４４７人が本土砿恭

を受けている。（２９６４年現在医縦を必喪とする人が’８．０００人、対人ロ比1,9妬内埋,'鋤

|-

－６ ４－
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１１．１９６４年末在宅忠者数年令別

1,,81〔表１１〕

mBIUIU

900［

RnOD

フｎｑＵ．

61~K~1，

5000.‘

４００［

5Ｆ~？)．

ZｍｌＨ

1，０．

ﾛ

｡､I９ｑ

奇っ冒冒

5282

1~’

１１１ｉｌ・

自５．．Ｂ６５７

652う

｢~’

7919

1一’

１０調（
－ Ｉ宵脅幽

「

■■■

９楯Ｃ

ＦＩ

Ｕ二
５８ ら９，ｄｏ、６１唾“６４耳

表’１は１９６４年庇末在宅患者数を年令別に凡なもので９９４５人（対人口比

1,06％)男５，６０４，女４，５４１人となっておりｐｅａｋは２０代の２１８２人（２１，９％）．ごあ

る。但し管理している数が”４５人で爽際に投薬誰・受けているのはス９４４人

２Ｕ０１人が好霧にエリ投薬の必要ばたく定勉的なレントゲン検査罪挨疫詮したｚ

ら経過の霞察恋，けている。

強疫議しながら

－６５－



500［

２ｉ５．

[二’
６１７量

１９６４

６DＣ H１

5７１５

ロ １９６１

500［

肉

4０００

２９ｆ９ Hｆ

１２，１９６４年末在宅患者数症状別

〔表１２〕

重
症

2０，０

1１０１
100［

６１７

「
畷
淀

甲
等
症

凝ユ２は６４年末の在宅患者と６１年末の在宅患者数を症状別に比較したもの

であゐ。６１錠末で雌症が5,71.5人から６‘;年末では６１７５人にふえ中等症は2919人

（６１.年末）から２，１５１人（６４年末）重症は１１０１人（６ｉ俸末)から６１７人（６４年

末）と減少しているのは明るい見通しといえる。

母

否

一Ａ ６－
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凸

１５‘１，９６４年末在宅恩者地域別（保雌所別）

〔表115〕

人

5，００

４００［

３ｍ［

２００［

１，，「

4151（41,5御

Ｐ

1８，２

１２Ｚ７

1４６０

E¥BIE A7I4；

那 コー．石名宮
，覇ザ 川八護石重

'ジ‘4年末の在宅蝋者を地区毎にみたものである。那珊が4,36人(1,,5鶴１
と最も多く、人口過密地帯に結核の多いこと為語っている『

－６ ７ －
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人
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画
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●苗

2３２（２５妬）

rこ’

麦域６１年政府立病院（那珊やコザ病院の肺外科を除く）に入院した９２９人
についての年令存示してい患。２０代が２３２人（２５発）と蛾も多くなっていおか
６１j蔀の入院者７７５人中２０代の２６１人に比べると少たく蹴っている。６１隼で
は４０代が１０７人、５０‘代がフ４人、６０‘代が２５人で６４年では４０代が
１ｆ９人、５０‘代が１１０人、６０代が８２人と４０代以上の入院者が増えて

いるｏ尚金武保養院に方狩る？９名の我,その詞査では１０代１４人－２９代
－ ６８－

１８７

2,0

１５弓

－
８
世

１５[

１１９１１０
宇一

８２

凸

１４，１，９６１年年令別入院MA者教（肺外科溌除く）

〔我力４〕

９２９人

男５６０（６０，２筋）

女５６９（５９７冊）
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ｰ

１５，入院恩者の重症度（学会分類）その他

言
」

１

哩

０ ７
画
一
■
■

Ｉ Ｉ路

２６人、５０代１６人、４０代１６人、５０代１５人、６０代９人、７０代５人

であつう乞。

金武･保養院で我女が１００名(内４名不明）について学会分類に従い入院者の亜

症度を見たのが上表である。これによると広汎空洞型１１名、非広汎空洞型５６名

不安非空洞型４９名である。

排菌者：入院時の排菌者は９７名中２６人と予想外に少なかった。（琉球政府

厚生局公衆衛生部予防課調べでは４１鈴）。この場合胃液、庚塗沫陽性奔

陽性としたが堵養が全員に完全であるかどうかはっきりしなかった。

家族内感染：．入院者？４名中同一家族内に結核腿患者を有寸-るものが’９名

患者１６９名、不明６名であった。’９名というのは全休の２１，６％にあたり

か産b高い悠染率といわをければ童ら左い･

合併症：９９名について調査したところａｎｃｙユＯＳｔｏｍｉａｉＳｌＯａｎＧｍｉａ２，

ｅ･Ｉｊｒｏｎｇｙユｏ土ｄａｓユｅ２２，面ユユ蓉土ａｓｉｓｓｙｐｐｎユユユｓＯｈｒｏｎｉｃｃｙｇｔ土ｔ土ｓ

ｍｅユユユもｕＳａＳｔ迩迦ａ］ｇＳｙｃ迄ＯＳｉＳＰｅＰもユＣｕユｃｅｒｅＰユユｅＰＳｙｃｎｒＯｎユｃ

垣epatiもｉｓ各左１であった。合併症も多いとと歳承らＰａｒａｓ軸ｅの問題を考

えさせる⑥
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１６，入院血､者の賊業

〔表’５〕

柵稀数９９

h

１屑

P

人
５２

１
ノ

、
■詞

■凶

、
h■

堂

DＣq
■

２ｍ
韻

『

ljr

生

１１】

－■ﾛ

画
●

ｔ

修 大皇家無運

幅

軍
作
錐業那職手

て
の
他

工
ぃ
石
工

理

徒王

■

農業、通帳手、邪作業聯の肉体労働新か圧倒的に多い。瀕躯が上位升占めるのは

女性が多数ここに入るためであり黛職とは高令者又は長瑚療養者である。

但し職業榊成為とってたいので順位を問題にするのは適当でない。

３

－ ７ ， －
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県別結核病床数床 〔表'６〕
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(表１７）

県別 結 核 病 床 数

（人口１０万対）
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こり表からも列らかの.l:うに沖細においてはベッド数が極端に不足してい･るｏ

沖穂の結核命考えるとき般も遅れているのはこの点であり予防医学的譜えに基づ

く対策がなさ虹なければ急激な減少燕示してきた死亡率も排菌者蒲収審出来たい
ゅ“凸■l

現状では、頭打ちに茂るか；もしれない。殿も大きい医療間j遁はどの痛誰所もベツ
ロＬ

ドの６カ月回り扇IiIUということ話根本としていることである。即ち入院者寺６．カ月

で浩察し次の患者にベッド菱明け渡すとと希基本としているのである。そのため

入暁決定÷ろに当り、６カ月で治療効果のお為者、しかも若.い人ということに大

きた考慮が払われる結果とたっているのせある。

次にベッド数は不足していあに＄かかわらず、その利用率が８０％位という数

字が出ている。これは医師数の不足が最も大鴬左悶窪であり、次いで識備の不備
■Ｐと

が卜<Pｆられろ。

１８，諾論

沖縄の結核死亡率は減少したが化学振法の発達した今日これだけ冷示標と-する
Ｕ〃

鞭は不充分である。しかもその年令的n.匙ｋも２０代にあり肺外緒核の多I,､とと

麓どは死亡躯が内地と没ら左いとはいえ一面においてｄｅＶｅユｏＰｉｎｇＣｏｕｎｔｒｙの
吟

様相帯.呈している。しかしこれが改善の方向に向ってI'､るのは希望的である。
Ｆ

予防の面に:１３､いてばツ反、陽転蕊が内地に比し非常に低いことに問埋.ｶﾐあ鳥.こ

うである。在宅治療という制度があり排菌者が多い現在、家族内感染その他の新
〃

患発生の阻止のためBCGの接種毒全員に行な？と矢が必要であると思われる。

結核の韮礎utI研兜面においてば耐性蘭検准を完全に行たっている所が磯Ａの訪

れた所では１カ所しかたかった。このことは治縦法においては内地と変ら左いが

精核対論としては:k､お'いに異たるといえよう。先島諾島においては,指導者‘の意気

に対して敬意を没さずにはいられないがそれも一部！こ過ぎず医師不足が捕感せら，

れる。このことが研究の余裕をなく.している一因だ‘し、第一線の治縦に公衆術生

浴謹諦か当っている場合が多いが、行政的に端道徳的臆も改善されねばたらぬと

童である。

術生思想の間脳w》地域の差が非術に大きい。救脊の甥券,:I:I心に早川溌縦.とい９

根本が徹腰され為べ色であろう。
Ｐ Ｉ

沖篭にお､いて医師、態者、住民十べての人達から鰻も切望されているのはくツ
ー７６－

ｰ

Ｌ



ｄ
今

Ｂ
２

Ｉ

となる，「
丹

－ ７ ４ －

Ｄ『

Ｆの増加ということである。表’６，１７にも示した如く他県と極端旋差がある。
■1

口ｆ･ﾛﾛ

現在では６:力月のベッド回転制度症基礎とする暫定銀方潅がどられているが､、
が

こりした方法に』ﾆろ患者の治療の遅延、家族内感染等が結核対策虻お･ける問剛点



３．与那国鳥におけるＡｎｇユＣｓ･brongy:Ｌｕｓ

＜ は じめに ＞ ｃ ａ ｎ ｔ ｏ弧ｅｎｓｉｓ

：.!現在では１９５５年Ｃｈｅユにより広東の野ネズミよりはじめて発見され左線虫

Ａｎｇｉｏ湾ｔｒｏｎｇｙﾕｎs‘Ｃａ〕ﾕ･ｂｏｎｅｎｓユ周（広東'住血線虫）は、o臼ｉｎｏｐ‘hiユ土ｃ辺enin8峠

enCephaユiｔｉＳ（好破球性髄膜脳炎）の最も可能性の弦い病原体と考えられて

い る 。．“

その生活史もljacherras＆Sandars（１９５５）により明らかにされ、確実な

人体寄生例も報告されている今日、当然の事としての．'いM的分布が問題にたる。
式

現在左でそoQr分布或は次女に明らかにされ､Wa工Lace＆RoSen(1965)，Ａﾕﾕcata

（ﾕ965)，ＣｒＮﾕsmlmlra(ﾕ966沖よむ鶏括されているが、今迄本線虫の分布して

いる所は次の通りである。

即越ustraﾕﾕa(う.0)，NewCa1edoma(75.0)，NewHebrﾕdes(90.0)，Tah注:i，

＆Societ,ｙ工ｓ･OahuJHawa五.ａｎエｓ、Sololnon工ｓ・Ｐａ:Lau工ｓ・砿x,ユana

エs・Caro工ineエs，（64.8)，Loyaﾕｔｙエs・Ｃｏｏｋエs、、a]_aya，Thaiﾕand，
0W碑

&U

Canton，Formosa，Manj､1ａ，Ⅳ砲dagascar：Ryukyuエｓ、１噸urﾕtius,、Cey:Lon‘

and‘Ｓａｉ､蔀ａｋ．．：

で広く太平洋、オーストラリア、東篇アジアからマダカスカルにかけて熱帯、

亜熱帯に分布していう瓢がわかる。・

我が国に念いても本線虫が台湾に分布÷る事から琉球列胤、奄美群島左どに関

してその分布が興味ある所であったが詣奄美大島（名淑）については１９６５年

水研鋸会の調査では本級虫はみいだせたかった。一方琉球列胤に関しては’９，６４

雄Nish1mura，KaWashjLIna.，岨yazakiに.I：Ｉ）西淡Ｉルの卜･プネズミよりは

じめて発見さ虹てより後、’９６５年NishiTI皿､ａ』に.にる沖細本島宮古畠、石垣

一島、西.表島における畑充の結果、これらのすべての島から本線虫が発見された。

このたび我食はその際未鯛燕の注憲残されていた与那国勘に行く磯会を得、Ａ・
つ

Ｃａ型もｏｎｅ二ｓｉｓについて脚迩を胃行たったのでその結果詩報告する。
歩

・§

’堆対象方法

、我凌は前述の与那国勘に於いて１９６６認Z21ヘス２４１ﾐ|の４日間へＣａユｔｏｎＧｎｓｉｓ

の終宿主であるネズミ茜州狼したが、その方法は金蝿性仙狐器（５６個）にえさ

－フ５－



表１に示される如く与那国脇に於いては周

r土ｕｋｉｕａ五浬Ｂの５稲が抽独された。そのぅ

７刺以上を占めている。

Ｐ

２，成紙及び考察

表１，捕獲したネズミの麺類及び数

群】

１瓦ｒａｔｔｕＳ ２ 路ロ

７ ４

午

ｎｏｒＶｅｇｉＣｕＬｓ函ｒａ‘tj.tｕｓ．Ｓ、ｍ・

らではＢｎＯｒＶｅｇｉＣｕＳが最も多く

表２Ruorveg匙｡us(僻)且……(僻)ｓｉｎｒｉ

としてサツマイモ,にピーナッツパター参いつかもの為用い夜間８～９時頃ネズミ

のエ<出没寺易と思われる下水、台所、ゴミ十て場、住家の周睡、カツオ節工場

附近に置き、あ･くる朝回収十る方法禿とった。（抽独数４６匹ぱ好成績の方と恩

，）袖渡したネズミは回収後面･らに脱壁切開拓行宏い５舵ホルマリンに没して稲

岡へ持ち帰り１９６６，８，４～１１日の問に菰の同定及び測定た行なったｂネ

ズミの同定に関してば九大避学部内田博士にお願いした。

ＡＣａｎｔｊｏｎｅｎＳ１Ｓをみいだしたのは÷べてＲｎｏｒｖｅｇｉＣｕＳからであったが

Ｂｒａｔｔｕｓについては数が少准かつたためとの恢友錆果がでたものと思い護寺が

Ｓｍｒ土Ｕ域ｍａｎＵＳに発見されたかった票は、これがＡＣａＵｔＯｎｅｎ宮土ｓが成鶏し

うる終措主でたい可能性も考えられる。

今回の結果でばＨｎｏｒＶ６ｇｉＣＵＳにおける寄生率は２１，２％であり多数寄生例では

今迄に報告されている如く虫休のメスの方がオスよら寄生数が多かった。又寄生

しているドプネズミの最小のものは俸重３９０牙であウ、その他は十べてとれ以
一 ７ ５ －

‘.‘．《

２－
衣 ｒｉｕ注ｉｌ gａｚｚｕｓ（

１
１
‐

扇ｎｏｒＶｅｇユＣｕＧ １．２ ２１

ｔｏｔａユ

５５

ＳｕｎＣｕｓｍｕｒｉ，笈ｕＢｒエｕｋ土ｕａｎｕｓ １１

ＮＣＳＸａ極土ｎｅｄ

NｏｐｏｓｉｔｉＶｅ

ｐｅｒｃもｎｔｐＯｓ土ｔエＶＧ

５５ｆ’２，２↑）

7（５，４）

21,2（２５，８１”）

－－一

２（0,2）

0（0,0）

0（0,0）

'１（ス４）

0（0,0）

０（０，０ノ



ー

･５，結

表ろ

語

ＰｒｅＶａユｅｎｃｅｏｒＡＣａ互ｔｏｎｅｎｓエｓａｍｏ豆ｇ豆．ｎｏｒｖｅｇ１Ｃｕｓｐ

ｉ１１扇ｙｕｋアｕエｓユａｕｄｓ
：．，管、や

フ

■

ー

上 であった。

寄生部位は右心定（ｚ;土ｇｈｔＶｅｎｔｉＣユｅ）ｐｕ１ｍｏｎａｒｙａｒｔｅ雷y（特にｄｉａｐ垣r一

'ａｋｍａ錘ｃユｏｂｅへの分枝中）で一匹が⑱ｒａＣ道ｅａから発見された。しかるにこ

の点に関してはＷａユユａｃｅ＆Ｒｏｓｅｒ（”６５）は死鈴の宿主内での移励ではたいか

と述べているが、我点も同意見でＮｉＳｎｉｍｕｒＢ●虻よるダイコクネズミへの感染

実験（１９６６）においても一例も気管支に成虫弁みとめてい友い○一匹のネズミに

､寄生÷ろ数は，～５５匹で肺の肉眼的病変部位としては”ａｐｈｒａｇｍａｔｉｃユｏｂＥ

が最も多く多数寄生例に戒ると１ＧｔユOわｅその他にも痛変はみられたが肺上部に

はみられなかった。この班は前述のダイコクネズミへの感染実験の結疑と一致十

るものである。

恥

陽

このたびの与那国烏の鯛査により表５に示される如く、琉球列島に関してほぼ

全島にＡＣａｎｔｏｎｅ型Ｂ土Ｓの分布していることが明らかにたった。

台湾、琉球列島とその分布が明らかにたった現在熟与論島、徳之島、奄美大島

左どについての調 査が 持た れる 。

■

－７ ７ －

『

烏

沖羅
,。；'ミ会■q､

宮，古島．
●｡

石 垣 島

西表島

与那国島

計

捕渡数

５５匹‘

１４．

Ｚ８

２５

５５

１５３

寄生数

８匹

５

２８

寄生率

１４．５録。

５５．７．

１４．３

ａ７

２１，２

１ス０
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＜<二はじ め に ＞ . ． 、

今夏沖縄で脚査:した街料'に難づき、沖細ｆ･八重山群勘の小学生児派の体位（身

長、体重、胸囲、座高）.の計測値に、簡単戒統計汁行奪った。統計的処理として

は、各校の学年別（年令別）の平均領、標準誤差禿算出し、これと比較÷べく、

昭和４り年度の全国及び稲岡県の計測値溌入手した。､両者の相違の考祭に際し花

は、我だが直接知り褐た若干の諸事実と、昭和３８年座に琉球政府より出された

厚生白書より、窪として栄養学的意義に注目したが、充分とは云急ず、適確をろ

結 論禿出すこと は 、 出 来 た か っ た 様 で あ る。

一

坐

ｑｑ

Ｌｊ

１ ，調迩対象と左つた小学校．

対象とした小学校は沖縄、八重山詳烏に属÷ろ石垣島の．３校（登野城町小、野

底小、宮良小）と西表島の５校（西表小甲学校〈･網取小中学校、白浜小中学校）

の計６校である。このうち、登野城小のみ生徒数約２，０００名で、石垣市にあり、．、

他の５校は生徒数は少宏い。各校の生徒数の詳細は下表に示す。

各佼の‘年令別生徒数
Ｆﾛ◆｡ １．

男．弓昌

'２占

１
Ｉ

６才 8才’９才’１０才’１１才７才

'６２(人）石登野城小 劇４６１１６５ １２１５ １５４ ２１４

煩野底小 １３ １Ａ １５１１０ ２２ ２２

島宮良小

4．八重山群島の学童の体位

ｆ６１２５１２４ｰ ２４

:’ぜ

西西表４唖 １２７ 。 Ｕ
ｐｄ

■
則 ７

表網取小 【

島白浜小

Ｉ堀 弓

５ を ７
Ｆ

●

‐

●

－７９－国



｡Ｉ

女 子

缶

ｆＱｑ

Ｃ

〃

３

P

５掴

凸

' ｆ

体位計測値

表と図で示す。

画において

１

ｍ
〃
』

誕
種

，.＆、、全国乎均

．．'登野城小

〃‐

西塞乏小
，、ニさ:．‘

〃長（表１，図１）この後に喪１，

維遡（巽２，図２）

･胸賎｡.．－(.表3‘‐図ろ）

座耐．（表４‘『図４）

■

図１が人あ（以下同撤）
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Ｂ９Ｐ０９
lU

~

－ ８０－

石羅１１１城小

. 垣 野 底小

島宮良４Ｙ

西西表小

麦綱取小

島白浜小 ＝

6才

１７３(入）

２０

２７

１２

１

９

７才

１７１

２１〃

２７

１４

空１

８才

１９４

６
５
２

２
５
１

５

9才

１９９

２３

２２

１０

２

１Ｇ才

◎
″
〔
。
》
。
ワ
ー
ワ
へ
〔
Ｕ

『
ノ
ワ
ー
一
○
母
Ｉ
全
ｌ

笠
Ｉ

１１才

剣
６
○
ク
希
。
・
柄
Ｕ
ワ
ー
。
－
。

９
ワ
ー
４
６

■

４
１



q

身長（”）

男子

茨１，

ノ

＝

西

女 昌 子

Ｅ，

－ ８ ５－

全国平均

禰岡膿平均

登野城小

野底 小

宮 良 小

西表小

網 取 小

白浜小

６才

列
説
４
叩
》
ｑ
４
ｍ
０
５

郵
恥
唯
江
催
．
辻
睦
嘩

９
１
１
０
１
０
０
０

１
１

１
１

１
“
Ｉ
少
０
１
１
１

７ 才

ａ８

、
。
》
（
『
⑤
○
寺
Ｌ
〃
ｏ

ｎ
調
４
２
４
０
り
『

９
十
一
十
一
十
一
十
一
・
＋
一
‐
些

孔
５
５
６
３
．
８
，
４

８才

３
４
１

５
り
ａ
４
風

ｎ
〕
幸
、

０
０
＋
一
十
一
十
一
，
二
．
’
一
’
一
十
一

・
恥
う
０
１
２
５
９
１

２
２
２
２
２
２
１
２

１
１
１
１
１
１
．
．
１
１
．

９才

日

〃
《
〕
二
・
『
》

０
５
十
一
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＆
８
６
４

２
２
２
２

Ａ
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ｚ
〕
〃
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匡
Ｊ
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恥
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へ
》
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必
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十
一
十
一
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１５５，６
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幅２土6,2
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以上の計測値聖１J分ることは、休菰、身長、胸囲、座高の全般にわたって、本

土の小学校児菰よりも劣っていることである。特に女子においではとれが著明で

ある。しかしたがら男子の胸脇においては、全剛平均と大差は無由と譜えられ、

全国平均稀うわ室わっている例がかたり認められる。（表ろ）。この水実は沖認

掌憲の巡励髄が、本土学童のそれエh多いからでば赤いかと推察されろ。

５．栄養と体位

琉球政府厚生局エリ出された厚生白罫によれば冠戦後、沖藷でも学派の佐位に

年々 向上しつつあるElj:這れは単校給食（ミルク、パン給迩が主体）による他、一

般住民の栄蕃摂取が良く友つたためとさ熱てくいる。しかし前記の如く、本土に比

し依然、体位は劣つ'ているし、体力の点でも劣っていると記されている。

これは、撒的には少避、哲的には穀揃偏重、動物性蛋白の撰取不足編の食習憤

砿』こるもので、今後バランスのとれた栄養擦取の改善が望誉れ愚と本白書は言っ

ているｏ

(1)沖制における栄燕摂取鮒と本土華準量との比岐（図５）･一=ｊ単塗白審エカ

Ｉ爵｜‘・が．．’
この調査は昭和５５隼に行左われた＄ので必ずしも、現在の沖鉛に当てば戎る

ち

とは,,､え童いが、我々の受けた印象缶は、現在が当時より§著しく進歩したとは
Ｐ●

ﾉWIえたかった。図５に非､い℃、ビタミンＡ及びｃは本土基準最以上であるがやこ

の調査は、Ａﾉﾑ.びｏの蝶取､源ﾏ‘ある野菜類の出珊上わる戦に行なわれたもので’、年

平均では、本土基準景売下室わると考えら通る。即ち、身鋒症候発見蕊で、ビタ

ミンＡ欠乏症である毛孔'性角化症が本土に比し商串である。竜尭図５におい'て、

ピ参ミンＢｚの挟取遥か本土雑準戯の５５蒲~示しているが、-実際に、ピタミ;ンＢ２
欠乏症である口角炎も惑率にみられ為。

イ2）沖,ｉＷに:枠ける食品群別慨取鍬
0■■0●◆㈲も｡●

厚生白響に６１:れぱ、昭和ろう年目標日本人↑人〔Ｉｊ当ｂ食穂砺成と比十とき、ｊ

油贈、肉、海藻項iの黒本±ずしのぐ．が、他の摂取が不足しているといジ。崇力唖

■

－９Ｘ一
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いく耐辞＞

《祁弁終るに当り、『間･並な資料葬提,供して下きった、石垣島の'登野城詑野底、宮

良各小学校の各関係者の皆様、西表島の西表、満取、白浜各小中単佼の各関脈者

の皆様、w産走八重山保雌所ゐ皆微に鱒謝致し交罪。
本調作成に隙し、′九大医学部公衆衛生学数室、倉恒教授よ，、有益左ろ助言参

示唆賜わったのみでたく、ず不足分の信料人手に際しても便宜弁はかっていただき

注した。ことにあらためて御礼申し上げ篭一i-。

ジーに対する穀類カロリーの比率が約６８船廊すぎ、般噸冊煎の傾向が薪明で副

食品篇･多く取る必嘱があるとされる。

４，諾論

沖溌学童の体位は、年火向上しているとはいえ、注だ本土に追いついていない

こと、そあ原因として栄礁挟取に企いて蛍的には少批、画的には穀類.偏重と．ピタ

ミシ源である野菜の不足があげられるとと証学桟給食め普段が望在れるとと等で

あ ろう。’

我女の知ｂ得鑓噸爽'か．ら＄、卿生白審の出た'当時からあだb進歩していたいと

いたる様である。西淡島の白浜小中学校訪問の際に、野菜畑がぼとんどたいとと

や他の諸事情で野菜を作ることが困難たこと、従って、蛋白質は比較的避窟に撰

取しているが軒菜摂取不足であることが分った。左た、西淡島小中学校では、給

食伽庇存実施÷る予定だが、現在では完全給食を巽施十ざに至っていたいとのこ

と である｡’

毛

Ｆ
■
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1Ｖ九州大学マレー半島学術調査隊行動記録

吉村健浦

気

1 ，はじめに′

種偲:、”６６年の７月及び'８月の約２カ月間にわたり、九州大学マレー半励離術
』

鴻迩隊の一員として、タイ及びマレーＥ/ヤ苑お､げる繍査活勤に参加した。ここに

その行励紀録布流し恥本鍔査隊の爽現に筋力して賊いた。本研究会の会員諸氏に

感謝の意禿礎十ろものである。卸、今回の学術洲磁隊についての正式の報告将は

大学当局悲削改めて出版されるはずであるので魁ととでば熱稚医掌研究会の一員

としてその行動記録弁報告÷る。

２．′準伽過程′

行動記録を肥十前に、簡単にその準術師過について述べる。私が本削.価に

参画したの鉱’９６４年，月、即ち熱帯医学研究会が設立される４カ月前のと

とであった。そしてとの計而は鶴帯医学研究会が生れる母佐とたった計画で

ある。当初'この計画は九大単術探検研究会（通称smsKU）の立案であり、川

‘烏睦治郎先生、多田功先生方がその実現に努力された。’９６５年１月熱帯医

学研究会が殺立され､.’９６５年裏の奄美大島諏査、引き続いて’９６６年夏の

沖曜八重山群島師姦と独自の叫恋活動と共に、本計画.の実現に協力し'てきた。

さて本計面拭,、識ず笹料の収喋から出発。従来の一次案、こ次案宏検肘した

結果がイ９６４年１１月のＳ１ｍＳＫＵ委員会で報告され、・ｓＥＳＫ１Ｊの正式の計画とし

て源められた。内容については検討参鵜十ろということで検討の蕎果’９６５

準３月鑓隊員５名、ＲＫＢ毎日放送の報進班５名の計８名、蝿査時期は１９６５

年’２月エリ翌娠１月言での約２カ月で、主に風土病の研宛と、記録映画の作

製参行うという第三次案が生れた。その愛予箕の関係や隊員の種倉の事精の

方めに調査時助が延期されていたが、い』:い‘上１９６６年夏に実現しようといり

う計画のもとに、’９６５年ｆ２月第４次案がで陰、研究準州及び資金の収架に

全力を注いだ。しかし、資金の収集は難航し、遂に篇５次案では隊員４名で

簸悪の場合は３名に十るという、苦しいものとなった。又現･地で認査や移動

に車を使用し上りという件についても運送その他に費用がかかｂ÷ぎるため

束の使用は中止し現地の協力藍待つという澗査には困嘘瓶耕態になって陛尤。

－９４一写
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詞
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定。

廷

貢『

しかし、率いたことに規地のバンコック医科大学及びマレー大学（アクラル

ンプール）から協力気I-ろ旨の通信を受叶とＩ'、現地での調査活励に見通しが・

できた。又５月にほ、隊員は５名に÷あととにし、マレーシアからの留学生

である陳君の帰省禿利用し、現地隊員として協力してホらうととに決定した。

このころ世ｌ】鍛終的宏賢金の調整と共に渡航手続き及び各隊員の学内での渡

航許可等の手鏡堂を開始し、６月上旬虻ほぼ完了した。尚学生２名は海路春

使クため、６月下旬に出発と決定し‐準備奔急いだ。そして６月１５日磁員ざ

名及び現地隊負１名の４名で溌終的宏打合わせ升行い、出発希待ったのであ

る。しかし、川島隊長並びに多田隊員は国内での研究の都合上７月１．日に出

発と決売り、最終的友準備毒行たった。又、ＢＫＢ毎日の報逝班は社の郁合

で爽現困雌と液Ｉ)逆に本計画への参加は中止とたった。

かくて２年にわたる本計画の醍術段階秀終え下記の如く最終的に決定し、

実現弁見るに至ったのである。

隊員椛成』・

隊長．川勘雌治郎（医学部講師、 寄生 虫学 聯攻 ）

多多功（医学部助手寄生虫学噂攻）

吉村健浦（医学部学生Ｍ４）

現地隊jjt陳敏華（医学部学生蛇）

州証項目

ａ）肺吸虫間宿主について

ｂ）．フィラリアの皮内反応について

ｃ）魚f､寄生虫について

ｄ）熱帯性疾患について資料収集

鯛遼期間

１９６６年７月７日より８月１５日雀で

蜘交地域

タイ南部及びマレーシア

問、この洲識隊は九大として東南アジアに送る鐙初の畑証雌であるため、

今 後 の 九 大 からのいろいろを分諦からの濁査のための予備調森的た役荊為＆

っていたｃ

－ ９ ５ －



２４日～２５日

２４日

２５日

２６日～２７ 日

陳′博多→東京（汽車）

吉村博多→東京（汽車）・

東京在最終準術

吉村、陳、横浜出抗（Camjbodge丸）

Ｂａｎ率ｏｋ上睦、陳はその主交Ｓｉｎｇａｐｏｒｅへ向う。

Ｂａｎｇｋｏｋ在（吉村）

･面ａＣｕ１ｔアｏｒｍｒｏＰｉｃａユＭｅｄ．

。タイ・ウイルスセンター

．・京大東南アジアセンター夫女訪問；見学。

川島も多田福岡→Ｂａｎｇにｏｋ

Ｆａｃｕ１ｔｙｏｆＴｒｏｐｉｃａユＭｅえた中心に見学。Ｎａｋｏｎ
●

Ｎａ‘ｙｏｋｕに調査。

吉村：Bangkok→P12ebbur:ＬＨｕａＨｉｕ（シンプ）

（Ｆａｃｕ１ＷｏｚＴｒｏｐｉｃｒ:ｌＭｅｄのＳｔａ“のネズミ仙独に

同行）

吉村IIuaHin→ＨａａｄＸａｉ（没車）

川島、多田Ｂａｎｇｋｏｋ→Ｓｏｎｇｋｏ】ﾕea,（空佑）

川島、多田謡吉村重ａａｄＸａｉで合流

ＳｏｎｇＫｎ１ａ在

Ｍａﾕａ垂ａｅｒａｄｉＣａ懐ｏｎＣｅｎｔｅｒ見学

皿a,ﾕａｒｉａｅｒａ“Ｃａもエｏ刀の実態見学

ＳｏｎｇＫｈﾕa→ｐｅｎａ豆９（空路）陳と合流

Ｐｅｎａｎ在

川島、多田ｒｅｎａｎｇ→K・［』で調査準例

吉村、陳Ｐｅｎａｎｇ→エｐｏｈ（車）

ェｐｏ:hで細燕準術。

全員Ｋ､Ｌで合流。

Ｋ・Ｉ』在翁マレー大学を根拠地にＵ］ｕＬａｎｇａ･lj洲春(岬Ⅲ

牡冨Ａ

″

１４日～１６日

１７ＥＩ～２２Ｅ

典
画
ａ

２２日～２４Ｅ

５･行1WI龍録

1966年

６月１９日

２０日

２１～２ろ日

２４日

７月６日

’２７日～１６ 日

２７日

２８日

２９日

●
】

』
緑

@月２日

５日～５日
U].ｕ画ａｎｇａ・lj洲燕(肝吸虫）

－９６－
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Ⅳ

このようにして、九州大学マレー半島学術鯛証恥終了したのであるが熟詳しい
●ｂ■

調査成級、結果は報告書に誠るとして、２．３問題点職あげてみたい。

ａ調査隊派遣について

、現在、東南アジア各国は蛭とんどの国が独立･し江日も浅く、医縦関係の整

伽は十分ではたい。しかし、各国とも医療対策を急速に許し．進めつつある状

態である。このような状態の中で日本から捌査と称して現地に乗りと好のは

非常に危険である。即ち、現地の人には、実力はともかくも.、国に対する誇

りがあるのである。彼等にとって、誠益と称し天一陣の風の様に通M1)ずぎ、

調査結果をもって帰る調迩隊は何と思われるだろうか。調査隊の各隊員の頭

の中に常に衰趣の人のために､"現誰の学問の発展の念めに~という考えがたた

きと我れていなければ．ならない。現地では淵に協力という態勢で臨注たけれ

ばたら左い°そうしてこそ初めてこちらの嬰求すゐものが与えられ為のであ

る。次にこういう国点にいわゆる診療班を送ることについて球くる。確かに

東南アジアの国々では、想像に絶÷る妊ど医師が不足している。その中に診

療班売送りこむことは、現地の人点にとって砿かに有難いか'１,しれない。し

かし、その診療班派遼で救いうるのはその国の医療秀要している人の何％だ

ろうか？その国でそれら外国の診療班におんぶ為して自分等で臨床医を作

－１９７－

ｗ
牌

伽

５ＥｉｊＬＸｂ’噂→ﾉIｐｏｎ（車）

６日～；７日エロエｐｏｈ:在、寄生虫調査

８日、ユＰＣ’]ﾕ→醍旦（車）Ｕﾕｕ函ａｎｇａｔで調査

９日～’０日Ｍａﾕａｃｃａ往復（車）

腿凸で陳エｐｏｈへ州る。〃

１１日～１２日Ｓｉｎｇａｐｏｒｅ往復（汽車）

１５日～１６日．Ｘ］:』在。

ＵユｕＬａｎｇａｔで調査

’５日川島、多田マレー寄生 虫学会出席。

’４日多田、ＫＥ→東京（空路）

’６日川励、吉村氏乃→禰岡（空路）’

１ ７ 日全員福岡着。
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bだ÷とと森稔りはし戒いだろうか？又そ熱はその国の医療体制の発展左

阻害しているのでは左いだろうか？こういった疑問が次友忙生れてくる。

では現地の人は何尭求めているのであろうか。そ乳は医療煮直接行ってくれ

る人ではたく、医振従聯者を指導してくれる人宏のである。即ち、いろんな

部門の（基礎医堂、臨床医学、社会医学）の専門家券必要としているのであ

る。そして我左熱帯医学研究会で東南アジア虻向時調査隊を派蓑する際は、

この様友紘制存驚えるべきである。そして、一日も早く、援助や指導のため

に行くのではたく、純粋ｒ研究笹料収集のだめ、学術交流発展のために行け

る日がく る と と 布 望 む 。．録

ｂ調姦活iWIについて

畑在活1Wjを行准う際には、絶対に現地の人に負担券かけたいこと券銘記し

て厳しい。これは、既に計画の段階から考え愚べきであって現地の人の好意

売哨あてにしてはたらない。自分達が苦労し,て現地の人のために行ってやる

のだから、こ』'・位の郡はしてくれて:鼎いだろうというjI:う穴思いあがった〆

渚え方は、現地の人に非常に迷惑である。鯛査、診縦のため'にどうしてもﾖｿ１

地の人の協力力泌要左時は､計画立案の段階で+分連絡をとって､万全寄期

＋べきである。‘この鰻･う没苦労があってこそ、隊員全部に隊に対す畠責任感

自蝋が自然に生れてくぁものと信ず為。批渥ていう、大瀧名分が故に、他人

の台所秀荒十雛には左ってばなら友いｏ

ｃ計面について

計画を立案十る際に、現地の資料･のありとあらゆ為もの表収集し、十分の

検肘がたされなければならない。現地に対÷ろ予備知識の欠如は調査活動に

於て致命的である。現地での調査の成功、不成功は、予備知識の大きぎ、鄭宅

ちそれ冷もとにした計画の良否に左右される｡資金.面に時間がかかるのは現

在の段階では仕方ないが、それ以上の大多数の時間禿予備知餓の吸収と計画

の検討においてもらいたい。調査嫁が派這できたことと、請査が成功したと

いうことば別個の駒のであること禿認識して辰しい。血と.汗の結晶である金

冷集めていくのである。金に立派友花売咲かせ罷実たつけさせたい。
F

4I‘その他

言葉の問題は大きな問題である。タイで は 英 語 が ほ と ん ど 通 じ 童 か つ た ⑤
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このエリに酒蕊がわから左ぃことば、澗燕、大塀耐lWYできても、詳しい怖報が

非常にはいりにくく、調査活動の能率毒非常に低下させる。英語の如くいわ

ゆるインテリ厘蛇のみ通じる言莱ではフィールドでは非常にやりにくい。有

能左通眼溌同行十るか能その図の哲蕊淀マスターす為･1二Ｉ〕他はなかろう。

次に交通祷関の問題であるが、これは是非と苔車が欲しいものである。そ

れは私達が調査÷るところは不便宏所が多く、常に悩宝された問題であった。

私逮はレンタカー寄制に安く借りれたためエかつたが、巾が戒い時は他人に

頼るほかはなかった。現地の大学ではどこもジープの大型の非もっていて、

少☆強いところでも割に気軽に採集等に出かけている。足の確保はフイール

ト･の調壷には必須である。

以上、今回のマレー半島学術調交隊に参加して、私が揃切に感じたことを述べ

た。当然のことばかりではあるが、今後の九州大学、医学部熱帯医学部研究会が

世界に足弗伸ばしていく必須条件と思い、敢えて記した。

簸後に、私の学生時代にこのような活励の場を与えて下さった熱帯医学部研兜

会の諸氏に心冷こめて感繊の意燕淡弓卜ると共に、今後の発腰を祈りつつ砿をむくc

l966雑12月22口冬至の期

（九大医学部６隼）

－９ ９ －
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３，鯛査精巣と考 察

野菜に'関十る栄養知識'の酋問では、正解率８ろ％（但し、野菜に磯十ろ質問の平・

均値）であり、これに対し栄養診断鱈査での、野菜の撰取状況は「時点食べる」ｊ・

という、この佃燕に:b､いては、縦も僻ぃ成仙下あった。これからみ為と、ｍｆ菜は

撰取したければたらない事は分ってはいるが、実際には痔なしか摂取さ典ていた

いのである。これは、奄美大脇旋鈴いては、野菜が競落されてお､らず､本土より

移入されるものがほとんどで、高価淀堺が原因の１つと考えられる。・地形条件か

らいって蝋1呼菜の栽蛸は可脂であるが、住民の蒲神的、肉体的、経済的希の他諾

喪因が影響を及ぼしていると思われる。

果実においては、畷菜とぼぼ同様左傾向寺示し、名声で雨闘特有のパナヅー、バ

ンシユロウ、パパイヤなどが栽培されているが、その謡駁批は誉だ少ないJ：うで

ある。名瀬市内において域、本±よｂ移入された果堤がみられるが、高価である。

肉類は、豚肉と鶏肉がぼとんど千ある。昔は庫升各家で飼い、それ寄食してい

たらしいが、以前と典たり現在では、肉屋も散在し、その’価格蝋北九州市と変ら
■■

たいか乱ヅ:j､しろ、謹分高値であった。

肉に関十る知諦の質問では、ジ０妬(平均値）と高い正解率予あった。宝た、栄養

－１０１－

、奄美大島の食 生活の実態
Ｆ

"‘

花ｆＨ佐智代凸ダ

１，序

昨年の調査に引き続き、今回は、奄美大島内でも糾合生活水準が商いといわれ

る、詑利町笠利において、食品及び栄養に関十る知繊旋と、１日の食那の摂取状

況沸・知る目的で《栄誌知識.の柵読とそれと関係のあると思われる栄雛診断噸読撒

行たった｡

栄穣知識のi凋迩にかいては、北九州市のそれと比絞を行たった。

２．蝿蚕方法‘

洲査時期は、昭和４１隼８月１０日～１２日で、鯛交用紙は、Ｏｘ式にて各戸

の主婦に配布し２日銭に回収した。鯛蚕対猿人員は２００名で回収率は５０露であ

恥
。

つた。

Ｖ特別:寄稿
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鯵断謂査では、魚肉、卵その加工品として「１日１回摂取十る」といり結果が得

られた。しかし、調査対象地域（舘利町笠利）肺おいては、魚貝類諦紳製品につ

いて見る謀は出来なかった。肉に関してば、背からの憤習という事も考えられ烏

が、知諦度、摂取状況しrついては、かたり良好な結果であった。

主食については、強化米の普及が巡れており、麦たどの生産:１１ほとんど近く、

そのため混食のⅧ合$近い。
〆

誰た味つけでは、気醗的条件からみて、塩からいのを好む割合が商いと推測し

ていたが、それ'/r反して、甘口が好きという結果であった。ところが北九州市に

おいては、からい:I》のが好きといり解答が多数博られた･とのよう准結巣が出た
■p

理由はわか【ｂをい･

乳及び乳製品は非常に少たく、知溌庶では７６飴であるが、栄養鯵断廻壷では

牛乳はほとんど飲用されてい友い状態であった。奄美大脇では乳牛の飼養が少な

く、エって牛乳の生産#,少宏い。本土｡)ニリの移入に頼っておりゃ従って、高撞で

ある。ところが、奄美大島｡'ニリ普及している才九州市においては正解率７４鶴で、

わずかではあるが北九州市は劣っている。と虹の蕪由は明らかでないが、確固た

るホのはないと思われる。

間食について調べたところ「毎日食べろ」というのは、北九州市に:お､いては

５４％と半数が間食.存しているが、弦利においては５９発であった。これは両地域の

．地理的、経済的、生活程度、仙習などの差が譜えられる。

全設的にみると、栄恭知雌の鋼証では、北九州市に比較＋ろと謡笠利ではわず

かに劣るが、その傾向については両地域参淵大きた差は蝦められ友かつた。そし

て両.地域ともかたりの栄獲知識を排っている恥が港えられ亀。
ヶ

栄蕊診断の給果･〔fは

.A､｡｡,・・この詣堂放って*・〈と病気になり童寺。

Ｂ…ｇもう少し改善十る必喪が あ り 董 寸 。 ′

ｃ・・・・萱あまあで÷。

Ｄ・・・・この稚き続什て下さい。

に分類÷ろと、Ａ－２４雛Ｂ－５フ儲ｃ－１６錦Ｄ－５外であづた。、

これらの緒果からみられるように、知識は高度左もの禿持っているが、実際の

撰取状況ば改善の必要があるというのが半数以上希占めているわけであ君。との
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北九州市と奄美大脇における栄養知職度の比較傾向

礎間稀号

－４０５－

－北九州市

…・…･奄美大島（笠利）

１２５４５６７８９，ＩＣ１’１１n１５１４１５１６１７１８１９２Ｅ

ことば、奄美大島における、地理的、ｊ窪済的、気象的の悪粂件とそ童に伴友い

住民の糊神的、肉体的諸条件が影響していることが考えられる。

４‘結論

奄鍵大島と北九州市に北､ける栄雛知識の全般的な比較では大きな差はたく、そ

の傾向もほぼ同搬である。（貿問４と９においては、質問悌式が北九州市と少上

異たるためとのエうな変化がみられるものと考える）

知脈匪が高いのにもかかわらず、栄養診断調蚕はあまり良い成績で左く、栄養

知洲‘'･栄独状熊、叫拠ｍ雌服状期との関辿性からいって焔、‘Kl；だ譜淑の余'111』があ

る。

現金収入に表ろ紬:齢、りやサI､ワキビの栽培に力寺入れ、手間がかかり、種火の

悪桑件がある野菜、果実の栽培が行戎わil.ていたいことは、住民自身にとって、

建服生活奇維持雪１－る上に大変不利があり，その改蕃は、今後の食生活において諏

要な問題点であろう。

（九州女子大４犀）
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我々が奄美大島に次いで、昭和祭／年夏にはさらに南の沖縄を例査研究の地に

運び、時には計画を変更することもあった約／年間の準伽の後、ついに八重山

群勘に閥壷団を派遇することが出来た。政府の異なる地域へ入為ということで

祁盗の手綻が必要であったり、距離的に遠く離れているため連総の速やかさを

欠くことや現地の様子が詳しくわからないことなど、とまどうことが多かった。
ｆ

長時間にわたる鉛旅の後に訪匁た島で(ま、各分野の人遥に会った力&、いつの

:勘合でも温かく迎えられたし、いろいろお世話になりもした。全く感謝の気持
β

､らでいっぱいである。団員の／人／人が分担の地域で、そ:ラした温かい環境に
〃

あって、現地の空気にじかに接し、鯛査活imlとは別に、脇の人'‘《について、そ

の土地の発展について、また広く沖縄の現状について、本土と比較しながら深

く考えさせられることがいくつかあった。それらは、一言で表現出来るもので

はないであろうし、一つの結倫として出せるものでもないであろう。だが、そ

れらは各人がそれ堂で沖霜という島に対して抱いていた考えを少しく変えさせ

たことは邪実のようである。そして、我女が学ぶ医学の分野で少しでも沖縄の

人達に奉仕し接してゆきたいとの会員の共通の考えが昨年８月、沖調から福岡

に戻るとすぐに表面化し本年には診孫団を派遣しようとの叶画がたてられ婚☆

と準備が進められて来ている。

なお、本報告秘で述べられてい瑞活肋は会員全員の手分けしたものであるが、

「ハンセン氏病」については川野、「結核」は野登、「広東住血線虫」は福重、

「沖頴の稜況」は石原、「体格」は木戸の各君が主としてまとめてくれた。

遅くなりましたがようやく報告譜が出来上りました。昨年の沖縄調迩団派碓

に際して何かと御援助くださった学内学外の皆様に厚く御礼申；し上げます。

１０４－
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沖誕本島

安座隠

安黒
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新垣

石原

石原

上原

弘

（大越デパート際長）
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大城

外川

中山

西平

真栄城

淡

（那蝋保健所）

盛夫

政典

期磯

烈仁

（那覇病院）

治郎

良 浩

(コザ中央病院）
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(宮古保健所長） （宮古病院）
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王

御協力下さった方女

（学内関係者省略、敬称略、あいうえお原）

石垣鳥

大浜

沖野

那根

波 照 間

宮良

八洲

山燕

長和

旅館

商会
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西表 鳥

入伊泊

田蹄

那根

前大
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正
用

典ｉ川

山城

屋良

孫建

ひろ子

与那国島

入

池

間良（ネズミ抽独掬湖）

前花哲雄

仲誠

間栄
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賛助会員

エーザイ株式会社

大塩製薬株式会社

三共雛式会社

塩野 筏 製 薬 株 式会極

台糖フアイザ.一株式会社

第一製薬蒜式会社

大Ｒ木製菜株式会社

武田蕊品工梁株式会社

田辺製薬株式会社

中外 製 薬 株 式 会社

西日本新聞社民生事業団

旧本化薬株式会社

日本折薬株式会社

パークデーピス三共株式会社

万右製薬株式会社

久光兄弟様式会社

藤沢雛品工業株式会社

森下製蕊株式会社

山之内製薬株式会社

吉富製薬稼式会社

夏朝八重山群島調査報告
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